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  ギタリストインタビュー〜竹内いちろ

  


  フィンガーピッキングデイ2005で最優秀賞を獲得、ソロギタリストと並行してヴォーカルユニット野分( のわき)、ベースとのデュオ十弦夢(じゅげむ)など様々な活動をしている竹内いちろさんに、これまでの活動や現在の心境など幅広くお話をうかがいました。
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  ■歌などでフロントに立つのが好きではなくて、斜め後ろで格好いいのを弾いてるのが以前から好きだったんです(笑)

  

  -ギターを始めたきっかけを教えてもらえますか。

  

  竹内いちろ(以下、竹内)：中学2年生の時ですが、友達の家にお兄さんのギターがありました。友達がそれで井上陽水の「東へ西へ」のイントロを弾き始めたのですが、腹が立ちましてね(笑)。昨日まで一緒に遊んでた友達が、いきなり格好良く見えたんです。その場でEm、Amを教えてもらい、そのお兄さんのギターを友達から勝手に千円で買って帰りました(笑)。

  家に帰ると父が演歌などの本を持っていたので、それを練習していました。一番最後に「禁じられた遊び」が載っていましたね。ネックが反っていたり状態の悪いギターでしたが、弦を張り替えて熱中して弾いてました。弦高は6弦で1.5cmくらいありましたが(笑)。

  とにかく弾けるようになりたくて、ヤングギターなどの何種類かのギター雑誌を買って、アルペジオ、スリーフィンガーなど当時のフォークソングを練習しました。

  

  -人前での演奏などもされたのでしょうか。

  

  竹内：中学3年の夏にロックバンドを組みました。当時流行っていたKISSやベイ・シティ・ローラーズなどのコピーで、僕はその時はドラムだったのですが、夏から秋にかけて文化祭で演奏していました。この頃はロックが好きだったんですね。

  その冬くらいに、家の近くで高石ともやとザ・ナターシャー・セブンのコンサートがあったんです。僕は行けなかったのですが、友達がそれをカセットに録音して、聴かせてくれました。これがショッキングだったんです。ギターの城田じゅんじさんがスリーフィンガーで「Freight Train」を演奏していました。これを聴いて血が逆流する思いでしたね。友達にこの曲何人で弾いてるか聴くと、一人で弾いていると。インストゥルメンタルではないですが、一人でメロディやベースなどを弾いているのに惹かれました。コード進行はシンプルですが、弾き方はわかりません。どうやってメロディが入るのかなどわからないまま数ヶ月が過ぎたのですが、音楽雑誌にこの曲の譜面が載って喜んで弾きましたね。

  この頃からザ・ナターシャー・セブンが好きでした。フィンガースタイルも弾くしフラットピッキングでカントリー、ブルーグラスも演奏します。中学3年から高校生くらいまでこういう系統が好きでしたね。一緒にロックバンドをしていた友達とバンジョーやマンドリンなども入れて、ザ・ナターシャー・セブンのカントリー、ブルーグラスをコピーして、フラットピッキングのテクニックを身につけました。

  これとは別に、高校1年生の時に京都の円山音楽堂というところで宵々山コンサートというのがありまして、ここでも大ショックがありました。この時、杉田二郎さんのバックに当時25才くらいだった岡崎倫典さんがいました。アコギで5フレット以上を使って格好いい単音のフレーズを弾いていたんです。アコギでこういうフレーズを弾くことに驚いたんですね。それとゲストの石川鷹彦さんが「アンジー」を弾きました。これには大ショックを受けました。この時カセットに録音していたのですが、当時の若い自分がため息をついているのがわかります(笑)。

  「アンジー」を聴いて、ギター1本の世界というのを感じ、1年くらいかけて耳コピをしました。最初の半年くらいは訳わかりませんでしたが、高校2年生くらいには何とか弾けるようになっていました。これが指弾きのインストの最初ですね。

  同時に、高校1年生の時に知ったのは、ザ・ナターシャー・セブンがラジオでドック・ワトソンを紹介して、ハマりましたね。ドック・ワトソンのレコードをプー横丁で購入しました。ドック・ワトソンのコピーも一生懸命して、技術が身に付いてきたと思います。

  確か高校3年生頃に中川イサトさんの「1310」を聴いたのですが、これも衝撃的でした。吉田拓郎さんの「元気です」で、石川鷹彦さんが弾いているフレーズは全部コピーしました。とにかく生ギターの聴こえるものは片っ端からコピーしていましたね。僕自身は歌などでフロントに立つのが好きではなくて、斜め後ろで格好いいのを弾いてるのが以前から好きだったんです(笑)。

  

  -作曲などはされていたのでしょうか。

  

  竹内：全くできなかったです。耳だけはいいからコピーは得意だったのですが、当時は作曲はできなかったですね。アドリブも苦手で、コピーでは結構弾けたのですが、ギターの才能が無いと思ってました。高校生になると友達も曲を作ったりしているので、劣等感の塊で、屈折してましたね。

  

  -それがどのように変化していったのでしょうか。

  

  竹内：高校卒業後、大学ではクラシックギター部に入りました。フラメンコ部門、クラシック部門、ラテン部門というのがありました。当時フラメンコギターやクラシックギターは高かったのですが、ラテンでは鉄弦でも何でもよかったんです。なので鉄弦のアコースティックギターを持っていっていました。スーパー・ギター・トリオ（パコ・デ・ルシア、ジョン・マクラフリン、アル・ディ・メオラ）が好きだったので、真似したりスケール練習をしていました。相変わらず作曲はできなかったし、作ろうとも思っていませんでしたね。

  クラシックギター部に入ったのがきっかけでナイロン弦に興味を持ち、バーデン・パウエルが好きになりました。パコ・デ・ルシアは無理と思いましたが(笑)。

  

  -クラシックギター部ですが、クラシック音楽は練習しなかったのでしょうか。

  

  竹内：クラシックは高校生の頃にバッハのリュート組曲の何番かは忘れましたが、1曲だけ弾いてました。バッハの響きは好きでしたね。でも大学に入ってもクラシックはそれだけです。

  

  -ソロギターの活動というのはフィンガーピッキングデイ2005で最優秀賞を獲得した後しか知らないのですが、それ以前はどのような活動をされていたのでしょうか。

  

  竹内：大学時代に友達から大阪のキャバレーで代わりに演奏してくれないかと頼まれました。これが多分初めてお金をもらった演奏だと思います。行ったら楽譜が積まれるんです。演歌、ジャズ、クリスマスソングなどいろいろなジャンルが混ざっていました。エレキギターでこれらを演奏したんです。楽譜を読まない状態で行ったのですが、読めないんだったら弾いてるフリだけしてくれと(笑)。ヴォリュームを下げて弾いてるフリだけしてました(笑)。

  皆ジャズを長年演奏している人達で、後ろにいるピアノのおっちゃんから「後ろ姿が様になってるから、お前はプロになれる」と言われたんです。この言葉は強く残ってますね。何を根拠にと思いましたが(笑)。当時は大学5年生か6年生くらいです(笑)。

  大学を卒業したらヤマハの講師になりました。ポピュラーミュージックスクールが始まって2年目だったと思います。京都の十字屋というところで、当時はアコースティックギターはなかったので、エレキギター科でした。エレキギターを弾き始めて1,2年くらいでしたが、このつながりで京都でいろいろとお仕事をもらいました。25才から10年くらいはアコースティックギターは全然弾いてなくて、仕事ではずっとエレキギターでした。そこで鍛えられましたね。当時はバンドブームの少し前くらいで、レベッカなどが流行ってました。

  

  -やはりエレキギターの方が需要が大きい時期ですね。

  

  竹内：そうですね。アコースティックギターはホコリをかぶってました(笑)。
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  ■ソロは落語で、二人以上だと漫才のようで面白いんですね

  

  -アコースティックギターに戻ったのはどのようなきっかけだったのでしょうか。

  

  竹内：ずっとエレキギターで活動していましたが、一度音楽の活動を完全にやめていた時期があるんです。5年くらい鉄道の軌道作業員をしていました。その現場では事故で人が亡くなるところなどを見る事があったんです。人ってあっけないなと思いましたね。ユンボ(ショベルカー)のバケツでコンと当たったら、人間はコロッと死んでしまいます。

  仕事はしんどかったですが、嫌いではなかったんです。それでもふとやりたいことをした方がいいなと思いました。それで音楽業界に戻ったのですが、鉄道の仕事をしながら弾き語りなど、少しずつ活動していました。アコースティックギターも再開しましたが、まだソロギターは始めていませんでした。 この頃パソコンが流行りだしたんです。Windows95の終わりくらいですね。ギターに関する検索をしていて、もう6年ほど前に亡くなっていますが、三重で活動している野田悟郎さんというギタリストを知りました。僕が高校生の頃ですが、中川イサトさんが大阪でギター教室をされていました。そこに通いたかったのですが、受験生ということもあり行けませんでした。野田悟郎さんはそこに通っていたんです。それで連絡をとって仲良くなり、いろいろと一緒にやるようになりました。彼はアコースティックギターで即興中心のフリーのインプロビゼーションだったのですが、僕に対しては好きにやってくれと。僕もエレキギターを10年くらいやった後なのでアドリブもできるようになっていました。この頃、2000年より前くらいだと思いましたが「Congratulations」「Go Home」の2曲を作っています。

  この後、大きな出会いがありました。当時は三重県の伊勢に住んでいたのですが、昔京都で一緒にバンドをしていた人の知り合いにNさんという方がいまして、NさんからPETAを知っていますか、と聞かれました。ホームページで名前は知っている、というくらいでしが、PETAの楽譜集の採譜を頼みたいという話でした。ここからPETAと知り合い、Nさんは小松原俊さんと親しかったので、小松原さんと会う事にもなりました。 この頃はエレキギターは全く弾いておらず、アコースティックギターだけでした。そこで、小松原さんやPETAのアーヴィン・ソモギのギターなど、いい楽器と対面できる環境になりました。びっくりしましたね。5弦のチューニングをするだけですごい楽器だということがわかります。これが2003年だったのですが、その前の年に小松原さんが三重に来る時に、オープニングアクトをやらせてくださいと連絡をしました。それでいいよと言われたのですが、当時は失礼ながら小松原さんのライブを見たこともないし、CDを聴いたこともありませんでした(笑)。それでリハーサルを聴いたら帰りたくなりましたね(笑)。とんでもないところに来てしまったなと。オープニングをやらせていただき、その日は夜の2時くらいまで小松原さんとお話させていただいて、その時に僕の中に残っているいくつかの言葉というのは、いろいろなきっかけになっていますね。そこから1年後にNさんにお会いしているんです。ここから、ソロギターを演奏するようになってきました。

  それから名古屋に引っ越したのですが、当時赤崎郁洋くんや下山亮平くんがよく泊まりにきていました。赤崎くんはフィンガー・ピッキング・デイで優勝していたので、どんな感じか聞いたりして、彼は「いちろさんなら楽勝ですよ」みたいに言うのですが、僕は全然自信はありませんでした。それでも自分はどうなんだろうと思い、力試しで2004年に音源を送りました。当時41才でしたが、これがダメならもうやめようかな、とも思ってました。それで音源審査を通過して本選に出場して、優勝することができました。この時は丸山ももたろうさんが審査員で、その後丸山ももたろうさんともツアーができたりして、楽しくなっていきましたね。

  

  -周りの環境からソロギターへ向いていった感じですね。

  

  竹内：そうですね。やめさせてくれないなとたまに思います(笑)。傲慢な言い方かもしれませんが、音楽の神様から見放されたらやめなければいけないなと。あまり見放されてるという感じはなくて、やはり音を出している時が生きている感じがします。僕は反応で音を出しているだけなんですが。

  コンテストは出るからには1番しか眼中になかったんです。コンテストというのは1番と2番では天と地ほどの差があると思ってました。もし1番でなかったら、ギターは趣味にしようかとも思ってましたね。フィンガー・ピッキング・デイではその先のウィンフィールドを見ていたんです。カントリー、ブルーグラスの本場で憧れがありましたので、ここに行きたいと思ってました。その割には音源は寝起きにMD録っただけで、そんなにきちんとしてなかったのですが(笑)。

  

  -日本で優勝し、翌年ウィンフィールドに行かれました。やはり日本とは雰囲気は違いましたか。

  

  竹内：アメリカのフェスティバルというのは楽しむもので、楽しみ方のレベルが尋常じゃないです。本当に楽しかったですね。非日常みたいな感じだと思うのですが、とにかくお祭りだから楽しくハッピーにやろうぜというのが満ちあふれてました。

  

  -基本的にはお祭り、フェスティバルであって、コンテストはその一環ということですね。

  

  竹内：そうですね。いろいろなコンテストはあるし、トミー・エマニュエルがその辺でギター弾いてるし(笑)。人だかりになってましたけどね。

  

  -コンテストは予選があり、そこからトップ5が選ばれ決勝に進みます。見事トップ5に入りましたね。

  

  竹内：僕はトップ5に入る事を目標として、コンテストに臨みました。そしてトップ5に入りました、というところで、気持ちが終わってしまったんです。1,2,3位というのは考えてなかったですね。トップ5に入ったらその後は演奏もしたくないと(笑)。決勝は苦痛でしたね。しぼんだ風船みたいでした(笑)。

  

  -予選で2曲演奏し、決勝では違う曲を2曲弾くんですよね。

  

  竹内：そうですね。だから決勝の2曲はあまり練習もしてませんでした(笑)。仮に3位以上を狙うのだったら、次の年と考えてましたね。

  

  -そこからソロギターの活動が多くなってきましたか。

  

  竹内：はい。それでもまだオリジナル曲も少なくアルバムもありませんでした。2006年に伍々慧くんと一緒にラジオの番組をやったのですが、これも大きなきっかけですね。1年間くらいやっていました。

  

  -それはどのような番組だったのでしょうか。

  

  竹内：30分番組でプロットが4つあり、国であるとか会いたい人とか大きなテーマがあって、1回の放送で2つ取り上げて選曲します。国といっても現実の国でなくてもいいし、「光の国」といってウルトラマンの曲をかけたり(笑)、自由でしたね。自分が選んだテーマと曲に対して何かを話すのですが、この番組の影響でMCではよくしゃべるようになりました(笑)。それ以前は全然しゃべれなかったんですよ。

  

  -今では想像できませんが(笑)、MCは苦手だったのですか。

  

  竹内：人前で話すのは苦手でした。音楽教室で話すのは慣れましたが、ライブでは何を話せばいいのか。。。嫌いでしたね。今はいらんことをなんぼでもしゃべってしまいます(笑)。

  ラジオでは自分が選んだコーナーでどうしても話さなければいけなかったんですね。5分のうち最初の1分半は必ず話すとか。だんだん慣れてきて、番組も終わり頃は話しが多すぎてハサミが入ってました(笑)。

  

  -ずっと二人だけだったのでしょうか。

  

  竹内：最初は伍々くんが一人でやってました。「GO GO WorldS」というタイトルだったと思います。そこから僕にシフトして、伍々くんがたまにくるという感じです。年に3,4回、「いち伍」という二人での企画モノのライブもしていました。相手はまだ10代ですよ(笑)。

  この頃から関西や東京にも行くようになり、伊藤賢一くんとも知り合いました。僕にとって彼の登場は面白かったですね。僕はジョン・レンボーンが好きなんですよ。伊藤くんはフィンガー・ピッキング・デイに何回か出ていて、当時はオーディエンス賞を獲得すると録音をさせてもらってMP3.comに上げてくれるというものがありました。そこに何人かのギタリストも音源があったのですが、伊藤くんはレギュラーチューニングで演奏しており、面白いなと思ってました。そこで名古屋で一緒にライブをすることになったのですが、やっぱり面白いんです。リハーサルの時からなんかくすぐるんですよ。あ〜わかるわかるって。すごく仲良くなって、その後もライブを一緒にするようになりました。タイプは全然違うのですが、ポイントがよく似てるんですね。ずっと掘っていったら根っこでつながるという感じです。

  

  -現在も豊田渉平さんとツアーをしたり、多くの人とセッションをされていますね。

  

  竹内：昔からセッションというか、二人以上で演奏するのが好きでした。落語と漫才みたいな感じですね。ソロは落語で、二人以上だと漫才のようで面白いんですね。僕は二人以上でやった上での、ソロギタリストなんです。例えばすごくいいリズムのベーシストの音やグルーブを体で感じれば、一人でソロで弾いた時にいいリズムになります。上手な歌い手とやっていると、1,2弦で弾くメロディがいい歌になってきたり、フィードバックされるんですね。若い時から女性の歌い手には恵まれていて、彼女らの歌い方がベースになっています。子供の頃から日本の女性歌手が好きでしたね。
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  ■音楽はみんなそれぞれの感性で音を出していますが、感性というものは技術と違って伝えることはできないんです

  

  -話は変わりまして、使用ギターについておうかがいしたいと思います。

  

  竹内：メインは大屋建さんのモデルF、12フレットジョイントです。

  

  -12フレットというのはどのような発想から作られたのでしょうか。

  

  竹内：ふくよかな音がほしいというのがありました。大屋さんにこういう音にしてほしいと相談したのですが、持っていった音源はクラシックギタリスとの鈴木大介さんのナイロン弦の音でした(笑)。こんな発音のギターがほしいと思い相談したら、それなら12フレットにしましょうと言われました。ネックも太めですね。

  

  -クラシックに近いサイズ感のようですね。

  

  竹内：鉄弦とナイロン弦の間のような感じがほしいと言ったと思いますね。この他、ナイロン弦はアントニオ・マリンを使用しています。

  

  -以前からナイロン弦を使っていたのでしょうか。

  

  竹内：いいギターはアントニオ・マリンが初めてですが、家にナイロン弦のギターはありました。バーデン・パウエルが好きなので、家でポロポロ弾いてはいましたね。伊藤賢一くんが前にアントニオ・マリンを使っていて、いいなと思ってたんです。それで伊藤くんが楽器屋に連れていってくれたのですが、アントニオ・マリンがありました。これは元々フラメンコギターなんです。結構使い倒した感じでボロボロだったのですが、弾いてみるとアントニオ・マリンの音で、これは欲しいなと思い購入しました。ただペグはガタガタでフレットも減っていて、直すのにお金がかかるので6,7年家で弾くだけでした。最近になって修理をしたんです。ゴルペ板が貼ってあったのですが、剥がした方が鳴りますよ、と言われのではがししてクラシックとして使えるように修理しました。トップはおそらく杉で、サイドバックはローズウッドです。フラメンコギターですが、コンサートホール用に使うタイプのようです。なので、パリンパリンのフラメンコの音ではなく、どちらかというと豊かな鳴りがする楽器です。すごく気に入ってるので、大屋ギターと2本立てでいきたいと思います。

  

  -今後の活動でおうかがいしたと思います。現在はソロのギタリストとの活動と、ギター教室もされているのでしょうか。

  

  竹内：島村楽器でギター教室をやっていますが、5月いっぱいで全てやめます。レッスンは自宅でのレッスンと、名古屋のスタジオでの個人レッスンだけ続けます。空いた時間で何をするのかはまだわかりません。 今は仕事ではない旅をしたいなと思ってます。地方にライブハウスとかのオープンマイクに偽名で参加しようかなと(笑)。誰も僕のことを知らないところに行きたいですね。楽器と曲でばれてしまうかもしれませんが(笑)。

  まだ深くは考えてはいないですが、もっといろいろな人と一緒にやってみたいですね。あまり高度成長的な発想は無くて、ゆるく生きるのがいいんです。お題目で生きたくないんですよね。何々をすべきとか、1日1日を大切にとか。とにかく最後まで生き残るということだけを思ってます。最後まで生き残って、あ〜楽しかった、と笑うのが僕のスタイルです。ある期間走ることもあるかもしれないし、ずっとゆっくり歩くかもしれないし、あまり頭で考えて生きたくないですね。

  曲作りもそういう所があって、いきなり1日で曲ができたり、1ヶ月かけても全然できないこともある。頭で考えてしまってるんですね。もう1枚自分の音源を聴きたいと思ったら作るかもしれません(笑)。自分の背中を見れないように、自分の演奏って目の前で聴けないんですよね。そういうのが欲しくて1枚作りました。自分の中で40曲くらいたまったらそこから選ぼうと考えて、それを越えたのですが僕の曲は難しくて(笑)。自分で作って言うのもなんですが練習が大変なんです(笑)。

  音楽はみんなそれぞれの感性で音を出していますが、感性というものは技術と違って伝えることはできないんです。よく僕の言っている理論が教則本など形になれば、と言われるのですが、教則本ではダメなんです。対面でないと伝わらないんですね。僕は一つの音でいい音を出しているということを大事にしています。その一音が重なって和音になっていいなとなります。そういったことを伝えられたらいいかなと。 そういったことはセミナーも違うのかもしれないですね。一人一人対面でレッスンをしていますが、みんないい音を出すようになってますし、耳も育ってきています。いい音を聴かせ続けると変わってきます。いつもいい音を当たり前のように聴いていると、物差しが変わってきます。最初はみんな同じだと思うんです、パッと音を聴いた時にいい音が出ているとわかるんです。

  人間は聴覚優先の人と、視覚優先の人の2つタイプがいます。僕は子供の頃から聴覚優先でした。字で書いたダルセーニョとかでは地図を見失ってしまいます。でも耳で覚えたら早いんですね。生徒さんには聴覚優先の人もいれば、視覚優先の人もいます。そういう人たちにどのように伝えるかを考えるのも楽しいですね。聴覚の人には頭の中に録音するように何回も聴いて、と言うとできるのですが、そういう人ばかりではないんですね。そこにどうアプローチするかというのが面白いです。でも同じタイプの先生のところに行った方がいいというのが答えかもしれません(笑)。

  教則本などではできないですが、何かこういったことを残せないかなと思っています。

  あとは流れるように生きていく、格好良く言えば風のように生きていきたい(笑)。

  

  -最後にギターファンにメッセージをお願いします。

  

  竹内：僕はギターがあったから今まで生きてこれました。仕事にするとかしないとかではなくてですね。僕にとってギターというのは代償行為みたいなところがあって、ギターがなかったら僕は自殺してるか檻の中だと思います。人によってギターの位置は全然違うと思いますが、パートナーになると楽しいですよ。お金儲けしようとすると苦しいです(笑)。とにかくその人が楽しければなんでもいいです。楽しんでギターと仲良くできればいいと思います。僕にとって楽器や音楽は空気みたいなものです。

  今まで旅をあまりしていないので、ライブツアーをするかわかりませんが、各地のギター好きな人と会うのが楽しそうですね。どこかのオープンマイクで見かけたら、その名前じゃばれるとか、名前考えたり協力してください(笑)。

  僕に対して強いこだわりがあって怖い、みたいなイメージを持ってる人もいるようですが、こだわりは全然ありません(笑)。楽しければそれでいいので、いろいろなギターファンに、Facebookなどではなく、直に会って話をしたり、セッションをしてみたいですね。

  

  【2015年3月21日愛知・一宮Denpo Gにて】

  


  


  竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  1962年京都生まれ。

  フィンガー・ピッキング・デイ2005最優秀賞。

  ウィンフィールドのInternational Finger Style Guitar Championship2005トップ5入賞。

  ソロ活動だけでなく、ヴォーカルとのデュオ「野分(のわき)」(歌：山崎のりこ)、ベースとのデュオ「十弦夢(じゅげむ)」(ベース：見掛英治)など、様々なミュージシャンとのセッションやサポートも行っている。


  [広告]sign-pole records
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  ギター工房探訪〜Ken Oya Acoustic Guitars

  


  

  伊藤賢一さん、竹内いちろさんらが愛用するこだわりのギターを長野で製作する大屋建さんの工房をご案内します。

  


  


  

  ーギター製作を始めたきっかけはどのようなことでしょうか。

  

  大屋建(以下、大屋)：元々はホンダの研究所で12年ほどエンジンの開発をしていて、飛行機用のガスタービンエンジンの研究などをやっていました。自分でメンバー数十人規模のプロジェクトを立ち上げたりしていましたが、何となく自分の手で一から最後まで物を作ることをやりたいという気持ちがわいてきて、その中で何ができるかという選択肢の一つがギターだったんです。小さい頃からギターを弾いていて、僕らの世代でいいギターというのはマーチン、ギブソン、ギルドといった、いわゆるファクトリーメイドのもので個人が作るものという意識はありませんでした。しかし、アメリカを中心にスティール弦の個人製作家の存在を知り、自分でもやってみたいと思いました。始めようと考えたのが35才だったのでこの世界でいうと相当遅いスタートです。

  

  ーどのようにギター製作を学んだのでしょうか。

  

  大屋：私が始めたころは、若いうちにメーカーや個人工房に入って始めたりする方が多かったので、相当違うスタートであったと思います。ギターを作ってみたいと思い始めてからまずは、どこで勉強できるかという情報を集めました。カナダの製作家の元で数週間の製作プログラムがあるというのを知り、そこに申込をしようと思ったのですが、すぐに会社を辞められないという事情もあったので結局、見合わせます。そのあとしばらくして、池袋で開催された楽器フェアにアーヴィン・ソモジ氏が来日していました。フェアで彼が自分のギターについて30分くらいの講座をやっていたので、講座の後にアーヴィンに「ギター製作を一から勉強したいのだけれど、アドバイスをくれないか」と相談した所、「ギターメーカーに勤めるか、ギター製作学校に行くか、ギター製作家の元に弟子入りをして修行をするかだろう」ということでした。そして「今は人を入れられる状況ではないけれど、連絡をとり続けてチャンスがあれば自分のところに来る可能性がないことはない」と言ってくれました。年齢のことを考えるとなるべく効率よくいい技術を学びたいというのがありましたので「世界のトップクラスの製作家に教えてもらえるのであれば」という気持ちが強くわいてきました。これが10月のことで、その後の正月休みにアメリカへ行き、アーヴィンと話をして「どうしてもやりたいので春以降に受け入れてもらえないか」とお願いし、何とかやりくりして受け入れてもらえることになりました。そこで会社を98年に辞めて5月にアメリカへ渡り、修行を始めました。実際にはギター製作はおろか木工の経験もなかったので、作業がなかなかうまくできないまま2ヶ月くらいしてから、「何とか面倒みようと思ったけれどどうにもならない。明日からは工房に来なくていいから自分でどうしたらよいか考えなさい。」といわれてしまいます。その時に浮かんだのは、基礎的な技術を学ぶのだったらギター製作学校に行くということで、アリゾナのロバート・ベンという学校に電話をしたら、1週間後に次のクラスが始まるといういいタイミングでした。「受け入れる生徒はすでに決まっていて作業台も空いていないから半年後に始まる次のクラスに来てくれ」と言うことだったのですが、こちらとしては一刻の猶予もなかったので「すぐにフェニックスに行くから教室の隅でもいいから入れてくれ」と押し掛け的に入学します。ロバート・ベンでは5ヶ月間でギターの製作と修理の基礎的な技術を学んで、またアーヴィンの所に戻りました。基本的な作業がきちんとできるかしばらく様子をみようと言うことでしたが、作業を始めたら、「これなら大丈夫だろう」ということで彼の仕事を手伝いながらギター製作の勉強を続けることができました。

  元々アメリカへは職業訓練用のビザで1年間の期限で行ったので、アーヴィンのところにいたのは最初の期間を含めて半年強くらい、ロバート・ベンで5ヶ月間というのが修業期間です。

  

  ーロバート・ベンはいくつかコースがあったのでしょうか。

  

  大屋：基本的には一つのコースです。ギター製作のみと、ギター製作プラス修理というのがあると言われていましたが、実質製作プラス修理の5ヶ月のコースだけだと思います。最近は少し減ってきたようですが、僕が行った頃は日本人が多く、4,5人くらいはコンスタントにいました。僕の時は自分を含めて5人です。そのうちの一人は藤沢で製作している政田一光さんです。

  

  ーロバート・ベンは現在活躍している西恵介さん、古谷武久さんらも出ていますね。

  

  大屋：日本以外で勉強しようとすると最初に出てくる選択肢ですね。僕はロバート・ベンに行くつもりはなかったので事前には調べてなかったのですが、実際に行ってみてカリキュラムというのはプロフェッショナルな製作家としてどうやっていくかというのを教えようという形になっていて、ビジネスとしての進め方、宣伝の方法などもカリキュラムの中に入っています。リペアマンや楽器店経営者などを呼んでのレクチャーもあり、製作家としてやっていくにはどのようにすればいいかを教えてくれます。日本の学校はそこまではなかなかないし、ノミとカンナなどの手工具を使ってまずは楽器を作ることを教えるところが多いそうですが、アメリカだとどうやって効率よくいい楽器を作るかということに主眼が置かれていて、パワーツールで早く出来るところはどんどん取り入れます。実作業面から意味もなく(日本的には精神的な意味が強いのだと思いますが)ノミやカンナでやるというのはアメリカの製作家が日本の製作学校を見た時に理解しにくい点ですね。プラクティカルかそうでないかというのが、アメリカと日本の学校とで大きく違う気がします。職人に対する日本の文化などもあるので、一概に日本でアメリカのようにできるのか、やるのがいいかというのはわからないですが、授業を受ける側とすると、学校側の教える意識が違うという感じはします。

  その頃のアーヴィンは明確に決めていたわけではなかったと思いますが、今は正式に弟子として教える期間は2年間とアナウンスしているようです。僕の場合は彼のもとでやっていた期間が非常に短かったので、自分が彼の弟子といえるのかどうかはわかりません。ただ僕の製作の基礎となっているのは彼から教わったものであることは間違いなく、もし僕がいい楽器を作っていると評価をいただけるのであれば、彼が僕のことをそこまで引っ張り上げてくれたからという思いは強いです。今話をすると、アーヴィンは「お前は弟子の一人だよ」と言ってくれますが、それは彼が教えているものを受け継いでいるかどうかではなくて、頑張って楽器を作っているという意味で認めてくれているのではないかと思います。アーヴィンのやり方が全部自分の中に入っているかというと、そうではないと思います。期間としては短かったし、日本に帰ってきて工房を立ち上げようと思った時に、アーヴィンのところで行っていた作業一つをとっても、自分で一から考えなければいけないというところもありました。手順を含めて教わったことを再構築しなければいけなかったのは勉強になったし、その過程でできてくるものというのはやはりアーヴィンのやっていたこととかなり違う要素が入ってきたと思います。「ソモジのように」というのはあまり意識していないし追いかけていこうという意識もありません。彼の工房にいた時には、彼の話を聞き彼の考え方を理解していったので、何故こうやるのかという一つ一つのロジックが入っています。非常に理解しやすいものだったので、何もなければ自分の考え方も彼がいいと思う方向に簡単にいきやすいのです。もう一方で、30年間ギター製作のキャリアを持っている人が、いいものを作ろうと日々取り組んでいるわけだから、それと同じことをやろうとすると、スタートが30年遅い人が追いつく事はとても難しいわけです。僕自身はアーヴィンのやっていることを追いかけるのではなくて、彼の考え方を吸収してどうやっていいものを作るかというのが自分の進む方向だと思ったので、どちらかといえばアーヴィンのやっていることから離れていきながら質の高い楽器を作るかというのが自分のブランドを立ち上げた当初から一番考えていることです。

  

  ーアメリカから帰国後、工房を立ち上げるまでどのくらいの期間がありましたか。

  

  大屋：アメリカから帰ってくるときに材料や工具など最低限のものは持ってきました。99年に埼玉に戻ったのですが、工房立ち上げまで半年くらいですね。ロバート・ベンにいた時に楽器を2本作り、2本目はアーヴィンのところで仕上げたのですが、その2本の楽器を持っていろいろな人に見せてまわりました。その時に友人から「1本作ってよ」といわれたのはかなりラッキーでしたね。アーヴィンには「最初から注文はこないから、注文がなくても5年間は作り続けなさい、いいものを作っていればそのうち誰かが見つけてくれるし売れるようになる、最初の1本が売れるまではとても大変なことだから頑張って作り続けるしかない」と言われていました。知り合いから応援する意味も含めてですが、注文をもらえたのはいいスタートだったと思います。こういった人たちに支えられて、何とかやっていけそうな手ごたえを持ちました。それからずっと口コミなどで注文をもらいながら製作を続けています。

  

  ーロバート・ベンで作った楽器というのは、シェイプや構造など自分で考えたものなのでしょうか。

  

  大屋：1本目はドレッドノート、ジャンボ、OMのどれかを選び、ブレイシングなどの構造は用意された設計図を元に作ります。それが完成すると2本目を作ることが許されるのですが、こちらはオリジナルの設計もOKとなります。僕は最初の1本はドレッドノートで、2本目はOMタイプですがブレイシングなどは全然違うものを作りました。この頃はロバート・ベンがオーソドックスなギター製作を教えようという方向に舵をきった時期で、一般的なXブレイシングで教えていました。僕が行く数年前はファン・ブレイシングの鉄弦というのが基本で、カリキュラムとして製作するものはXブレイシングの選択ができなかったと聞いています。学校としては業界の標準はXブレイシングなので、何年かかけてシフトしたようです。

  

  ーその後はどのような活動だったのでしょうか。

  

  大屋：どのようにやっていくかいろいろ考えて、愛知の刈谷で行われたアコースティック・ファン・フェアという、比較的個人製作家が中心となって楽器を展示する場があったので、2000年にここに参加しようということで楽器を作りました。これが個人的に楽器を見せて回ったのを除くと、自分が製作した楽器をいろいろな方に見ていただく最初の機会となりました。

  このイベントは2年に1回開催だったのですが2002年は余裕がなくて参加を見合わせ、2004年に再び参加をしました。それ以降は展示会等には参加していません。
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  【工房内画像】

  

  ーモデルはいくつか固定されているのでしょうか。

  

  大屋：ジャンボタイプとOMタイプの2種類です。何年も前からドレッドノートをデザインしているのですが、余力がなくてプロトタイプができていません。ごく初期にドレッドノートを作っているのですが、気になる点がいくつかあってデザインに修正をかけようとしています。いずれはマーチンのシングルOくらいのサイズのものや、勉強のためにもナイロン弦も作ってみたいと思っています。

  

  ージャンボというのは、ギブソンのジャンボではなく、ソモジさんのジャンボのようなモデルでしょうか。

  

  大屋：そうですね。私自身マーチンやギブソンの研究などはしたことがありません。これらを製作のベースにしようというのはないですね。やはりアーヴィンを始め、個人製作家のモデルの方が気になります。ボディの形状によって音の傾向は違いますが、やるべきことは同じだと思っています。ボディの形や、トップの材質が違うからこういう音になるという感じです。その構造の中で、ベストなものを引き出すのが自分の仕事だと思っています。

  

  ーフィンガースタイル向けのギター作りなのでしょうか。

  

  大屋：そういう訳ではないですね。個人製作家の楽器を持ってくださるのはフィンガースタイルのギターを弾く人が多いようですが、フィンガースタイルがメインということではないです。弾き語りの方やブルーグラスをやりたいというお客様もいます。 お客様とは直接対応をさせていただいて、何が欲しいかということを聞きながら、それに対して自分に何ができるか、接点を見つけていくことが最初の重要なポイントです。それがはっきりしないとなかなか先に進めません。お客様の演奏スタイルを把握したうえで、どのような材を使ってどういった音作りをするかというのを提案し、楽器の仕様を練り上げていくというのが注文時のプロセスです。
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  【設計図画像】

  

  

  ージャンボとOMのコンセプトの違いというのはどういったところでしょうか。

  

  大屋：ジャンボの方がボディサイズが大きいのでローエンドが伸びています。中音域に特徴があり、いい表現ではないかもしれませんが、ドンシャリ的なサウンドになります。OMでは重低音は出ませんが中音から高音にかけてのバランスがよく、全体的に音がフォーカスされて分散してない音となっています。加えてマーチンのOMよりはもう少しふくよかな低音を狙っています。クセを抑えて低音を出すとなるとドレッドノートがアプローチとしては良さそうなので、それを加えたラインナップにするとバランスがよくなると考えています。

  スケールも柔軟に対応できるので、モデルは2種類ですがスケール違いやネックのジョイント位置を変えることで音のバリエーションが作れます。注文をいただいた時にこういうものを作ってほしいというのがあまり固まり過ぎていると接点を見つけにくいのですが、やりとりをさせていただく中で、自分の作っている物の一番いい部分と、お客様が求めているものの接点をうまく見つけられるよう時間をかけて対応しています。

  

  ー楽器店でオーダーを受け付けたりしているのでしょうか。

  

  大屋：今はやってないです。これまでに何本か楽器店さん経由で注文をいただいて作っていますが、その際も仕様を詰めるところはお客様と直接やりとりさせてほしいとお話をして、それでも問題ないということだったのでやらせていただくことができました。

  

  ー楽器店の在庫のための製作はあるのでしょうか。

  

  大屋：アコースティック・ファン・フェア向けに作った楽器がそのまま楽器店にいったことは過去にありましたが、それ以外は作っていないです。楽器店の方が自分で使うということで製作したことはあります。最終的にはお客様が気に入って売ってしまったということですが(笑)。楽器店に置くための標準仕様といったモデルは作っておらず、何らかのターゲットがあってそれに向けて楽器を作るというスタンスでやらせてもらっています。

  

  ーそうするとますます楽器店で見かけることがなくなりますね。

  

  大屋：そうですね。中古で出るくらいで新品が並ぶということはないです。これまでの製作本数も少ないのでそれほど流通もないと思います。

  

  ー音作りについてお聞きしたいのですが、大屋さんのギターを使用している伊藤賢一さんのお話ですと、マーチンなどと音の出方が異なり、クラシック・ギター的な音の出方がするという表現をしていました。無駄な倍音がなく、すっきりとした音が出ているということです。音作りにはどのようなコンセプトがありますか。

  

  大屋：伊藤さんの楽器に関しては、厳しい楽器を作って欲しいという注文があったので、伊藤さんの言う「厳しい」というのはどういうことかというのを話し合いながら自分の考えをまとめて楽器を製作しました。希望されていたのは右手のタッチに敏感に反応して、タッチコントロールによっていろいろな音が出せる楽器、要するに楽器が勝手に鳴るのではなく、必要であればタッチで倍音などを出すことができるものということでした。弾いた瞬間に倍音が出てしまうと消すことはできません。誰が弾いても倍音が出る楽器というのはコントロール範囲がどうしても狭くなってしまいます。

  倍音が少ない楽器ばかりを作っている訳ではないですが、最近見かけることの多いゴージャスに倍音が広がる楽器を製作の中心に置くというのは自分にはないですね。音作りというのは説明が難しいですが、一番のコンセプトはより大きなポテンシャルを楽器自体にどうやって持たせるかということです。楽器が潜在能力を持っていれば、プレイヤーがそれを引き出してくれます。楽器が能力を持っていなかったら、プレイヤーがいくらいい演奏をしても引き出すものがありません。楽器はあくまでも音楽のための道具なので、ポテンシャルをどれだけ持っているか、それが必要に応じてきちんと引き出すことができるのかというのが一番いい形だと思います。それに対して自分が何をしなければいけないというのが音を作っていく上での最初の立ち位置かなと思っています。

  そもそもギターは弦をはじいて音を出すのですが、弦の振動というのは非常に小さいです。最初に右手のタッチで弦が振動して、その振動の一部がフレットからネックへ、そして大部分がサドルからブリッジ、トップに入ります。トップから伝わった振動はさらに一部がサイド、バックに回っていき、ボディの中の空気も介しながら最終的に外に音として出てきます。弦の振動から音に至るエネルギーの流れを考えると、上流で無駄になる部分が大きいと下流側には回ってくるものはどうしても少なくなってしまいます。したがって上流に位置するサドル、ブリッジ、トップは非常に重要で、ここでいかに効率よく、無駄無く音に変えられるかというのが一つの勝負だと思います。機能の大きさを考えると一番重要なのはトップだと思っているので、トップでどうやって音を作るかというのが音作りのメイン・フォーカス・ポイントですね。お客様とのやりとりの中でこういう音を作ってほしいという時にトップの選び方を間違えたらいいものができません。

  トップのバリエーションとしてはスプルースが4種類(シトカ、ヨーロピアン、イングルマン、アディロンダック)とシダー、合わせて5種類ありますが、基本はシトカ・スプルースで、シトカの音に対して倍音が強いのか、音の立ち上がりがどうなのか、減衰がどうなのかというのでそれぞれ他の4種類のトップ材を位置づけています。目指すべきゴールに向かってトップ材を正しくチョイスすることがまず重要で、その後にトップの厚さやブレイシングのパターン、ブレイシングの削り方などで音をどのようにコントロールしていくかということを考えなければいけません。

  難しいのはお客様が注文時に示される感覚的な内容をなるべく正しく把握することです。参考となる音源、こういう音を目指したいというCDなどを教えてもらえれば、自分で聴いてみてイメージすることから始めます。言葉だけではなく音での確認も含めてまず何を求められているかをつかみ取り、それに対して材料の選択からブレイシングのパターンや削り方という物理的な作業に翻訳していかなければいけません。経験を積んでその精度を上げていくというのが今の自分がやるべきことですね。

  例えば伊藤さんのいう厳しい音を作るにはどうすればいいのだろうか。応答を良くするのであればトップを薄くすればいいけれど、それによって失われる部分もあるので、伊藤さんの楽器は逆にトップを厚めにしています。厚くしながらどのように音の立ち上がりをコントロールしたらいいのかを考えていって、ブレイシングやトップ、ブリッジの形や質量などの組み合わせの中から、結果的に一つの楽器の形にしていくのです。こういうやり方だとコストパフォーマンスでは工場製のものにはかないません。僕らはお金をチャージしている分、お客様がいいと思うものがピンポイントでできるかどうかというのが勝負です。お客様の友だちなどが「すごくいい楽器ですね」と言ったとしてもお客様自身が満足しないのであればそれは失敗作ですし、周りが「何この楽器」とかいうけれど言っても、本人にものすごく気に入ってもらえれば成功だと思います。楽器がいい音かどうかではなくて、お客様が注文したものに対してどれだけイメージを近づけられたかというのが楽器を作る上での大切なポイントと考えています。

  

  ー一本一本かなり異なる楽器になっているようですね。

  

  大屋：そうですね。逆に同じものを作れといわれる方が難しいです。伊藤さんは最初にジャンボのプロトタイプを弾いて気に入ってくださり、「基本的にこれと同じものを作ってください」と言われたのですが、いろいろと話をしながら、伊藤さんが求めているのはもう少し違うものかもしれないと僕の中では感じていました。完成したのちにしっかりと弾き込んでいただいた結果、今お話すると「全く別ものですね」といわれますが、僕もそうだと思います。ただ、プロトタイプよりも現在使っていただいている楽器の方が伊藤さんには合っていると思うし、伊藤さんもそう感じていただいていると思います。

  

  [image: ]

  【工房内画像】

  

  ートップを厚く作るというのは勇気がいるような気がします。単純に鳴らすのが大変ではないでしょうか。

  

  大屋：今スティール弦ギターが抱えている一番の問題とも関係していますね。クラシック・ギターは手に入れてしばらく弾きこんでからでないと、リサイタル等でまともに使えるようにはならないという認識が弾き手側にあります。例えばセミプロくらいの方でもリサイタルで買ったばかりの楽器を弾くことはまずありません。弾きこんで2年くらい経ち、音が前に出てくるようになって初めて人前で使える楽器になってきたなというように、楽器を弾き手が育てて初めてきちんとした音楽の道具となっていきます。スティール弦では、ほとんどの場合、お店にある状態でいいか悪いかという判断をされてしまいます。ぱっと手にしてジャランと鳴らした時にゴージャスな響きとなるようトップを薄くすることは何ら不思議なことではありません。売れる売れないということを考えると、トップを厚くするということは難しい面が出てくることは確かでしょう。最近製作している楽器はトップを厚くする方向にしているのですが、そのようになっていくとお客様から「弾くのが難しい楽器ですね」という評価をいただくことが現実としてあります。「最初は大変かもしれないですが、1年、2年弾きこんでいけば段々と馴染んできて本来楽器が持っているポテンシャルを存分に発揮するはずです。それでも難しいのであれば、後から修正をしてもう少し鳴りやすくすることもできます。」とお客様には説明しています。ずっと弾きこんで「かなり音が変わってきました」「楽器って育てるものなのだということを経験しました」というお客様はいらっしゃいますし、「違うな」と思って早めに手放してしまう方もいらっしゃいます。そういう意味での難しさはあると思います。

  

  ークラシックとアコースティックは弾き手の考え方は違うところは多いようですね。

  

  大屋：クラシック・ギターは20万円以上くらいの楽器を探している時に、これはガンガン鳴るから買いましょうというのではなくて、弾きこんでいけばよくなりそうだというポテンシャルを感じて購入される方が多いようです。スティール弦の場合はお店でその場の鳴りで選ぶことが一般的ではないでしょうか。「地味だけれども伸びてくるかもしれないからこの楽器を買おう」というのはプロの方では珍しくないかもしれませんが、一般の方の中ではまだ少数派のような気がします。今はプロの方の演奏を聴いて「あの曲を弾きたいな」と思った時に、実際に聴いているのはピックアップを通した音なので、自分でも機材を入れて弾きたいと考える方が多いように思います。同等の機材を使えば自宅でも好きなギタリストと同じ感じになる、ということでこのようなことを求めていく風潮が広まっていくのも事実だと思います。きちんとしたピックアップシステムであれば、いい楽器につけてマイナスになることはあまりありませんが、ピックアップを通すことをメインとするのであれば、あえて高価なハンドメイドを選ぶよりも、ギターとピックアップシステムのバランスを考えて選択するのがいいように思います。

  

  ートップが厚めなのは伊藤さんの楽器だけでなく、今はほとんどそういう傾向なのでしょうか。

  

  大屋：作り始めて最初の頃はトップを薄くしようと思っていたのですが、現在はダイナミックレンジの確保を考えてできる範囲で厚くしていくようにしています。

  

  ーブレイシングはXブレイシングでしょうか。

  

  大屋：はい、Xブレイシングです。ブレイシングも考え出したらキリがなくて、いくらでもバリエーションはあるしそれぞれメリット、デメリットがあります。ギターを作り始めた時はブレイシング・パターンにこそ自分のオリジナリティが出せるだろうと思っていました。そこである時、アーヴィンに「マーチンスタイルの音作りをしている訳ではないのになぜXブレイシングなのか」と聞いてみました。彼の答えは今でも強く印象に残っています。「選択肢はいくらでもあるよ。別にXブレイシングでなくてもいいのだけれど、世の中にXブレイシングに対するノウハウの蓄積がものすごくたくさんあるし、スタートポイントの一つとして考えたら、Xブレイシングは自分なりの考えが入れやすいものだと思っている。それがベストだからということではないんだよ」というものでした。Xブレイシングにはいじることができる設計要素がたくさんあって、Xの角度をどうするか、ブレイス同士の角度とかをどうするのかを考えるだけでもかなりの音のコントロールができます。

  大幅にブレイシング・システムをいじると音への影響が大きくなりすぎてしまい、なかなか収束できないだろうと思っているのでしばらくはこれをベースにやっていくつもりです。ブレイシングの役目を考えた時に、一つは弦の張力に対して強度を確保するためにあるのですが、もう一つはブリッジから入ってきたエネルギーをどれだけ効率よくトップ全域に広げられるかという機能があって、後者の機能は音作りに非常に重要なのです。

  もう一つ意識しておかなければいけないのは、道具としてのギターは音楽と組み合わさって初めてその存在価値が生まれます。ごく一部の例外を除けば、今ある音楽というのは世の中に存在している楽器から作り出されたものです。それを無視して構造的にこれがいいとポンと楽器を作っても、すぐにそれに合った音楽が出来てくるわけではありません。新しい構造のギターを作るということは、そのギターが生み出す音に合った音楽を作り出してもらうということが必要だし、そのための時間も必要です。その間自分で楽器の質を高めていってやり続ける、それに投資し続ける能力があるかを問われます。 クラシック・ギターではカーシャ・スタイルというブレイシングがあります。マイケル・カーシャという学者がギターのトップを効率よく振動させるために考えたブレイシング・パターンです。振動システムとしてはとてもよくできていて、製作家でもその信奉者がたくさんいるのですが、結局カーシャのブレイシングが主流にならなかったのは演奏家が自分の音楽の道具として選択することがほとんどなかったからです。ファン・ブレイシングを採用する製作家たちからは「楽器としては面白いかもしれないけれども、ピアノライクな均一な音とかサスティーンが十分にあるとかいわれても、演奏家が使いたがらないんじゃしょうがないでしょう。」と叩かれることが多かったのです。 新しいシステムの数少ない成功例としては、ラティス・ブレイシングがあります。ジョン・ウィリアムスがオーストラリアのグレッグ・スモールマンの作った楽器を使用し、この楽器の特徴ともいえる音の立ち上がりの早さを活かした音楽を突き進めていきました。似たようなスタイルで、アメリカのトーマス・ハンフリーが製作した楽器はブラジルのアサド兄弟などが気に入って、この楽器ならではの音楽を生み出していきます。こうしてラティスは認知されていきました。

  ブレイシングなどドラスティックな構造変化を考えるというのは、常に音楽に関する意識をどこかに置いておかないと、ただ単に音の変換効率がよく音が均一になる、大きな音が出る機械を作ることになってしまうのかもしれません。音楽のための道具として考えた時に、それが求められているギターの姿なのかというのは作る側が意識しないといけないと思います。

  

  ーブレイシングはパターンを変えず、音作りのため少しずつ変化を持たせているのでしょうか。

  

  大屋：そうですね。部分的に角度を少し変えたりすることはあります。例えば、楽器がそば鳴りをするのか遠鳴りをするのかをコントロールするためには一部のブレイスの角度をいじるようにしています。ブレイシングの削り方は一本一本全部違います。木自体一本一本違うので、音を聴きながら削っていけばまったく同じ形になる方が不思議なくらいです。前と同じものにしなければいけないというのがありませんから、どうすればベストになるかと考えて作ると、結果的には一本一本皆違ってきます。

  

  ーマーチンではブレイシングがスキャロップ、ノンスキャロップとありますが、個人の製作家だとそういった概念がないような気がします。

  

  大屋：スキャロップ、ノンスキャロップのようにわかりやすい違いはユーザーにも認識しやすいですよね。レスポンスをよくしようと思ってブレイシングを削っていったけれどもヘビーゲージを張ったら壊れるからスキャロップをやめよう、ということだったのだと思いますが、その変更の結果、単に鳴らなくなったという非難ではなくて、音のバリエーションとしてユーザーが認めてくれたことも大きかったし、マーチンも認められるだけの質の高いものを出していたのだと思います。僕としてはスキャロップに意味があるということではなくて、必要があれば削るし、必要がなければ削らないというだけです。トップの板は一枚一枚違うし、ブレイシングの木も違うので、同じ形に削るのではなく、音に合わせ、それぞれ違う削り方をします。

  

  ーマーチンが一本一本音が違う、というのは全て同じ削り方だからということでしょうか。

  

  大屋：マーチンがすごいのは、28と45では同じような構造でも音が全然違うことです。同じ材を使って音の作り分けができるということのようです。僕はその辺はわからないですが、同じ構造の中で意図的に倍音を多くしたり減らしたりということができるというのはすごい技術だと思います。最初は偶然だったかもしれませんが、どうやって音のコントロールができるかわかってきて、その後は意図的にやったのかもしれません。マーチンが業界のスタンダードになり得たのは、品質のばらつきも含めて最終的な製品を一定のレベル以上にきちんと出し続けていたからです。木という材を扱う以上、マスプロダクションの中ではある程度のばらつきは必ず生じます。仮に１万本のマーチンの中で数本悪いものがあったとしても「たまたまこれははずれだったね」とマーケットは許容してくれるのもこれまでのマーチンの高い品質が評価されているからでしょう。お客様もそういうものに当たらないように何本かの中から選びたいと思うでしょうが、外れの一本を目にしても「マーチンはこんなものを作っているのか」と怒る訳ではなくて、3本の中でいいのがあれば「いいギターを作っているじゃない」と受け取ってもらえます。ただ、僕たちのような個人製作家は一本でも駄目なものを出したらそれが大きく響いてきます。まさしくall or nothingの世界です。

  

  ーサイド・バックはどのような種類を使っているのでしょうか。

  

  大屋：ベースはインディアン・ローズですが、それ以外でもキルテッド・マホガニーやマダガスカル・ローズウッドなどもあります。ハカランダは僕が製作を始めた頃はあまり流通していなくてとても高かったです。今は少し出まわるようになりましたが、値段に見合うものはなかなか目にすることができないので、どうしてもハカランダで作って欲しいという注文は断っています(笑)。サイド・バックというのは音作りの中で、フィルタ的な要素と捉えています。僕が作る楽器では一般に思っているよりもローズウッドとマホガニーの違いは小さいと思われるかもしれません。それはトップで音作りをしていて、最後の味付けの部分をバックでおこなっているからだと思います。

  積極的な音作りというよりは、サイドとバック考えるのは振動をスポイルさせる要素を極力排除するということです。そうすることでトップがもっとたくさん仕事ができるようになるのです。

  

  ー塗装はラッカーでしょうか。

  

  大屋：基本的にラッカーですが、セラックが好きなのでなるべくセラックにしたいと思っています。伊藤賢一さんのギターはオールセラックです。今はオールラッカーかオールセラック、トップだけセラックというオプションを準備しています。ラッカーはぎりぎりまで薄くしていることもあるので、ラッカーにして音が悪いということはないと思いますが、セラックの方が最終的に若干ですが薄くできます。セラックに比べるとラッカーの方が最初から塗膜が固くなっています。セラックは時間とともに固くなりますが、数年かかります。

  

  ー以前はアコースティックでセラックというのは聞かなかったのですが、増えてきているのでしょうか。

  

  大屋：クラシック・ギターの製作家がスティール弦を作るときにセラックで仕上げたり、アメリカやカナダの製作家から学んだ人が普通にスティール弦でセラックを使ったりするケースが増えているようです。ただクラシックに比べるとお客様はセラックに馴染みがないのでトラブルも多いようですね。曇りやべたつきが発生するなどのクレームがあると聞きます。塗装のタッチアップ補修はセラックのほうが簡単なので、曇ったらすぐに直せると説明していますが、お客様としては曇りやべたつきが発生しやすそうだというだけでストレスを感じてしまうのかもしれません。クラシックでは弾いた後に汗をきちんと拭いたりするなど、セラック仕上げ品の取り扱い方法が浸透していますが、スティール弦ではまだまだそこまではいっていないですね。

  

  ー伊藤さんがピッチが正確であることが大きな長所だと話していました。どのようにしてピッチを正確にしているのでしょうか。

  

  大屋：まずは理論に基づいてフレット溝を正確に切る事です。ギター製作道具のサプライ業者というのがたくさんあり、フレットの溝を切るための道具もあります。工房を立ち上げるときにいろいろな弦長に応じたテンプレートを購入して、フレット溝位置を計ってみたら正確ではありませんでした。一番ずれているのは0.3mmくらいでしたが、0.3mmというのは耳で明らかに聴き分けられる音程のずれとなります。したがってこのテンプレートは使わず、毎回自分で誤差が出ないようきちんと定規でフレット位置を罫書き、治具を工夫しながら正確に溝を切るようにしています。後は弦長補正をどうするかという点でしょう。ナット側、サドル側それぞれで弦長補正をしているだけで、特殊なことは何もやっていません。

  最後のサドルの弦長補正を決める時に、必要があればストロボスコープを使ってぎりぎりまで追い込むこともあります。6弦で15フレットくらいまではあまりピッチを気にせずに使ってもらえるものを作るようにしています。もちろんチューニングを下げた場合などをはじめ、弾き手に弦の押さえ方や弾き方を考えてもらう必要はあると思います。

  

  ークラシック・ギターは特にピッチが合わず、弾き手でコントロールしなければいけないというイメージが強いです。

  

  大屋：クラシック・ギターの場合はまず弦の張力がゆるいので、フレットのそばを押さえるかフレットの真ん中を押さえるかによってもピッチ変化に違いがあります。 サドルとナットの弦長補正はそれぞれ目的が違います。スティール弦は曲げ剛性が高いためにサドルの頂点から弦が動く訳ではありません。その不感帯に相当する部分を補うためにサドル頂点の位置を後ろに持ってくることになります。一方、ナイロン弦の芯線は剛性が低いので、サドルの頂点から弦が動いているだろうということで、サドルの弦長補正がいらないと考えるのが一般的です。クラシック・ギターの製作家でピッチに敏感な人はサドルの弦長補正でなくて、ナットの弦長補正量を弦ごとに設定する研究をしています。開放弦とどこか押さえた時に張力が変わってくることが音程の合わない一番の要因であろうということで、それをナット側で補おうというアプローチです。

  伊藤さんは僕のギターを弾いた時に、ピッチの正確さと音の分離良さをとても評価してくださいました。伊藤さんが最初に所有してのは2000年に作った楽器ですが、この頃バッハの曲をスティール弦できれいに弾ける楽器を作りたいという思いがありました。伊藤さんに言われた時に、その目的にかなうものであったと確認できたのは自分にとって収穫でした。

  

  ー今はオーダーが止まっている状態ではありますが、これから大屋さんのギターを頼みたいという方へのメッセージをお願い出来ますでしょうか。

  

  大屋：個人製作家でも店頭に置いているものならその場で気に入ったものを購入すれば問題ありませんが、僕のようなオーダーを受けて作るというケースでは、注文する側のリスクというのは大きいと思います。どんなものができてくるか正直わからないですし、できたものを見て「いりません」とはなかなかいえないでしょう。そのためできるだけ作り手と話をして信頼関係を作って注文するのがいいと思います。

  作り手が10人いればスタンスは全て異なり、製作するうえで一番重要だと思う点もまちまちです。どれが正しいのかということをはっきり決めるのは不可能でしょう。ギター製作家の話というのは断定的に伝わることも多く、僕も聞かれれば大体の事は自分の考えを説明しますが、あくまでも僕の考えであり、これが正しいというわけではないし一般論ということでもありません。

  ギターの注文をご検討いただけるのであれば、じっくりと話をして、望んでいる楽器と僕が作るものとの接点があるかを見極めていただければと思います。
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  【大屋建】

  

  2012年11月10日

  


  


  Ken Oya Acoustic Guitars

  大屋建プロフィール

  

  自動車メーカーにエンジニアとして勤務。

  退職後1998年に渡米、Ervin Somogyi氏にギターを学び、Robert-Venn School of Luthieryに入学。

  卒業後、再びErvin Somogyi氏の元で修行し、1999年に帰国。

  自身の工房を立ち上げ、2000年に刈谷のアコースティクギター・ファン・フェアに出品し好評を得る。

  2002年に現在の長野県の工房に移り、高品質なギターの製作を続けている。

  

  ※現在はオーダー受付をストップしています。

  お問い合わせは　info@oyaguitars.com　まで。



  矢後のひとりごと

  


  平成生まれのギタリスト矢後憲太氏は高度なテクニックと繊細な音作りで素晴らしい音楽を奏でます。ここでは通常の教本とは異なる目線で、さらに深い視野や概念、指先のテクニックにいくまでの根本的な話など、意識していればギターをより楽しめるような話をコラム的に掲載します。短期連載の予定ですが、好評であれば長期になるかも？

  

  質問などありましたら、お気軽にTwitter、facebook、メール(info@aco-world.com)等にお問い合わせください。

  


  　皆さんこんにちは、矢後憲太です。第十回目の今回は、機材についてのお話をしてみようと思います。ギター教室の発表会やオープンマイクなど、日頃の成果を人前で披露する機会がある皆さんは、誰しも一度は機材に興味を持ったことがあるのではないでしょうか。またそうでない方も、憧れのギタリストのライブに行った時に、システムを通して出てくるラインサウンドの音が気になったという方は少なからずいらっしゃると思います。今回はそんなラインサウンドと機材について、一緒に考えていきましょう。それでは、気まぐれに始めていきましょう。

  

  ●第十回 ～機材のお話 その1～

  

  　さて、早速機材の話を進めていくわけですが、よく雑誌等で見かけるピックアップの種類のお話だったり仕組みのお話だったり、そういう類の基本的な説明はちょっとここでは割愛させていただきます。このコラムは「矢後のひとりごと」です。よくある感じの内容ではなく、私の独断で、私の考えていることを自由に書いて伝えることが目的ですから、基本的なところは各自でお調べください。そんなことよりも、私が何を考えて機材をチョイスしているかとか、どんな使い方をしているかということをお話しします。書いてみたら意外にも長くなりそうなので、2回にわけてお話をしていきますね。

  

  　では、システムについて考えていく上でまず「ライブをする時にピックアップは絶対に必要なのか」ということについて考えてみます。これは以前、お客様から質問されたことがあったのですが、答えは「NO」です。生音でもしっかりとリスナーまで音が届くような広さの会場なら、基本的に音を届かせる拡声の意味では必要ないですし、ピックアップがなくたって、マイクを使って集音する事でスピーカーから大きな音を出すことはできますよね。第一、どんなギタリストもレコーディングでは基本的にはマイクを使用するわけですから、ギターの音を限りなくそのまま拾おうという意図においては、マイクに勝るものはないのです。ですからピックアップの必要性というのは、ライブステージでの特有の問題を解消するという狙いだったり、ピックアップの持つ癖を有効に活用してサウンドそのものを構築するという狙いだったり、そういった意図を持った時に初めて生じて来るのだと思います。ですから「ライブがあるからピックアップが必ず必要」と言って焦って準備する、なんてことは、基本的には本質からずれている気がします。「ピックアップは使わない。男らしくマイク一発で勝負！」というのは、最も生々しくて個人的には大好きなシチュエーションですが、私は普段、機材を用いてライブを行っています。それは、私なりの意図を持って、自分の表現として音楽を奏でる上ではそれが有効だと感じているからに他なりません。

  

  　一般的なエレアコは結構昔からあるようですが、近年は、普通のギターに後付けでピックアップを取り付けるという選択肢もだいぶ一般的になってきたんじゃないかと思います。何より、後付けのピックアップの選択肢がとても広がったということ、そしてそのクオリティがとても高い次元まで高められているということにあると思います。基本的には、市販のエレアコも後付けピックアップも、時代とともに研究が重ねられ、技術は日々進化していると強く感じています。それだけに、どんなものを選ぶかによって、そのベクトルは大きく変わっていくことも事実です。ここで問題となるのはやはり、ピックアップに何を求めるかというところです。生音をそのまま増幅させたいと考えるのか、それとも敢えてエレアコらしいサウンド（アンダーサドルのようなバリッとしたサウンド）を欲するのか、或いはタッチのニュアンス変化がしっかりと反映されるものを選ぶのか、これらは全く異なったベクトルで、個人的にはどれもアリだと思います。大切なのは、プレイヤーの音楽・表現にマッチしているかという部分だったり、プレイヤー自身が演奏に、世界に入り込めるものであるかという部分なんじゃないかと思っています。それは、ギターをどんな風に使うのか、歌のバッキングなのか、どんなジャンルの音楽なのか、ソロスタイルなのか、ソロはソロでもどういったプレイなのか、或いはバンドの中で使うのか、どんな会場で演奏することが多いのか、等々、そういったあらゆる要素だったり、プレイヤーの個性まで含めて考えていきたいところです。

  

  　本当に多様な選択肢がありますし一概に「これが良い」とも言えません。「良い音」というのも一様ではありませんから、何とも言えない要素だらけ。結局はお好みで使って下さいとしか言いようがありません。ですから、とりあえず今日のところは私の好みのシステムのお話をします。ほんの一例だと思って参考になさってください。

  　現在、私はM-factoryというピックアップシステムを使用しています。エンジニアである三好氏の手によってハンドメイドで作られているシステムで、基本的には通常のギターへ後付け、コンタクトマイク（貼るタイプのピエゾ）をアクティブで出力するというものです。著名なギタリスト達の印象が強いせいか、M-factoryピックアップシステムはsunrise S-2（マグネティック）とのコンビネーションによるデュアル出力がデフォルトだと勘違いしている方が多いのですが、決してそういうわけではありません。コンタクトピエゾのみでの出力も可能ですし、マグネティックが嫌いな方はコンタクトピエゾにアンダーサドルピエゾをプラスしている方なんかもいらっしゃいます。そこはもう好みと用途です。実際に私は、マグネティックピックアップ無しで演奏出来そうだと感じる会場では、マグネティックを外してしまってコンタクトのみで演奏する日もあります。

  　さて、ザックリしすぎていて何の説明にもなっていない気がしますが、先にも述べたとおり基本的な説明は飛ばします。説明より、なぜ 私が今それをチョイスしているのかというところを説明します。端的に言うと一番の理由としては「細かな演奏のニュアンスや音色の変化を出力してくれる」というところです。例えば、このコラムで取り扱ってきた音色の変化をタッチでつけていこうとしたときに、多くのピックアップではあまり変化がつきませんでした。私は自分の演奏の中でそういった音色の変化をとても大切に弾いていきたいと考えているので、この変化が変化として出力されないということは致命的なことなのです。せっかく音色の変化をつけられる楽器を選び、日頃生音でニュアンスを操ることを訓練しても、いざライブとなったときにその変化が出力されていなければ何の意味もなくなってしまいます。アンダーサドルピックアップだったりマグネティックピックアップだったり、単発で使うとそれらはほとんど変化してくれません。単純な信号の大小のみです。それは、コンタクトピエゾであってもモノによってはそういう現象が起きます。おそらくピエゾ側の音の解像度だったり、そういうところが他のシステムと違っていて差が出ているのでしょうか、私は電気のエンジニアではないので詳しいメカニズムはわかりませんが、明らかに自分にとっては使いやすく、表現に合っている感覚があります。そして、出音の音像がとても近いと感じています。なんと表現したらよいのか、生々しさというべきなのか、それは出音にも現れていて、初めて出音を聞いた時にはすぐそばで音を出されているような感覚さえ覚えました。

  　しかしこの音像の「近さ」というのはとても厄介な問題で、近すぎてもダメですし、遠すぎてもいけないのだと気づきました。そこを絶妙に調整しているのだなあ～と。近すぎるとダイナミックレンジそのものが狭くなるような感覚があってちょっと詰まったような抜けない印象のサウンドに、逆に遠すぎると一般的な機材のアコギらしさという意味での抜けの良さは得られてもニュアンス変化などタッチに追従する生々しい反応が薄くなってしまうのです。この辺は、例えばマグネティックとデュアルで出力するのが前提だとしたら少しその遠近のバランスを調整するとか、考え方はいろいろあります。私はデュアルで使うときも常にコンタクトメインなのでコンタクトだけでも良い「近さ」のバランスが得られる場所で調整していただいてます。ギターの鳴りが変化するとコンタクトピックアップの貼り位置も変えなければならないので、とても繊細なピックアップだな～と常々考えています。

  

  　さて、ここまでとても難しいことを書きましたが、そういったサウンドとニュアンスの話だけではなく、私が現在のシステムを使用している理由は他にもあります。それは、トータルシステムとしての現場での使いやすさです。

  　このことについて書き始めると長くなってしまうので、このことについては次回、ステージで起こりうる問題点やいろいろなシステムのメリットデメリットなども踏まえながらお話ししていきたいと思います。皆さんも、自分に合った機材ってどんなものだろうな～なんて考えながら読んでいただけたら嬉しいです。

  

  　それではまた次回を楽しみにお待ちください。

  　皆さん、ごきげんよう！


  


  

  矢後憲太　http://acoustic-kenta-y.jimdo.com
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  1990年栃木県生まれ。フィンガースタイルギタリスト。多彩な奏法を駆使し、様々な情景、感情、物語などをギター1本でありありと表現する。色彩感溢れるその豊かな音色は、聴く者を色とりどりの世界へと誘う。

  2012年、モリダイラ楽器主催全国規模フィンガーピッキングコンテストにて優秀賞を受賞。

  ライブカフェ宮内家でほぼ毎週木曜日ライブを行い、多くのギタリストとも共演する。

  2013年、同コンテストにて優秀賞、オリジナルアレンジ賞、葉山ムーンスタジオ賞 (オーディエンス賞)の三冠を受賞。

  2014年、自身初となるフルアルバム『85.』を葉山ムーンスタジオレーベルよりリリース。

  アコギソロでライブ活動を展開。ライブやイベントの出演に加え、ラジオ番組への出演やパーソナリティとしての活動、楽曲提供、バレエコンサートとのジョイント、アート作品展とのコラボレーションなど、他分野に渡って精力的に活動を展開。


  



  ラストギター小山の "アコースティックギター 一期一会"

  


  長年数多くのアコースティックギターを見てきた東京阿佐ヶ谷に店舗を構えるLAST GUITARの代表小山晃弘氏に、その経験を生かし思い入れあるアコースティックギターについて、カタログスペックだけでない特徴を語っていただきます。

  


  Gibson L-00 1937年製
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  　桜も散り、めっきり暖かく過ごし易い季節になりました。湿度も上がり、楽器にとってはもっとも良い季節かもしれません。街の雰囲気も華やいでいて、なんとなく気後れしている身としては、嬉しかったり寂しかったりなんとも落ち着かない季節です。
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   　今回ご紹介するのは、1937年製 Gibson L-00のです。3月頭に行なわれましたサウスキャロライナのギターショーのの目玉とも言えるギターです。アメリカ国内のギターショーでも、30年代のギブソンを目にすることは珍しくなってきており、あったとしても価格が折り合わずに買えないケースも多々あるのですが、今回は奇跡的に入手することが出来ました。
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   　1931年から生産が始まったこのL-00という機種は1933年に本器のような鼈甲柄のピックガード、サンバーストフィニッシュの仕様が始まります。初期はボディのバインディングはトップ側のみでしたが、1937年からはバック板側にもバインディングがなされるようになりました。本器はその仕様になった1937製です。30年代の特徴であるVシェイプネックで、ナット幅は44.5mmです。ペグはオリジナルですので、現在では非常に希少です。
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   　それなりにメンテナンスがされており、ユーザーにとって一番嬉しいのはアメリカ国内でネックリセット、フレット交換、ナットサドル交換がなされたものを買付しましたので、消耗パーツに関しては減りは少ないです。したがって、コストをかける事無く長くいい状態で使っていただけると思います。
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   　かなり使い込まれた楽器で、ネック裏の塗装はかなり薄くなっています。ネックはストレートで、6弦12Fの弦高は2.7mmです。ブリッジ駒からのサドルの高さは4mm〜5mm程度ありますので、さらに弦高を下げることは容易です。

  

  　30年代のギブソンのフラットトップとしてはJ-45と並び称されるギターで、大変に人気があります。Xブレーシングですので、きらびやかな倍音とサスティーンがあるため、どんなジャンルにも対応できる音色です。
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  　現在ギブソン社が出している新品の復刻ものでも同じような価格であることを考えると、オリジナルでこの価格はリーズナブルであると言わざるをえません。

  

  　枯れていていて、信じられないほど音量があります。個人的にも今もっとも欲しいギターなのですが、お客様優先ですよね…（笑）

  


  小山晃弘（コヤマアキヒロ）

  （株）ラストギター代表http://lastguitar.com

  マーチンギター日本総代理店本店店長時代に発表したブログ『店長小山のマーチン道』が好評を博す。

  2013年より東京、阿佐ケ谷に自身のショップLAST GUITARをオープン。鳴りのいい楽器を求め彷徨う日々です。
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  [広告]"ソロギターの日"スペシャルコンサート2015
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  イベント、ライブ情報

  


  主にソロギターのイベント、ライブ情報をギタリストごと、アルファベット、五十音順にご案内します。


  


  ◇◇イベント情報◇◇

  

  Acoustic Guitar World Presents

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  

  出演：吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  　　　住出勝則　http://www.masasumide.com

  　　　西村　歩　http://www.ayumusic.com

  　　　西山隆行　http://www.musictail.net/nishi/

  　　　田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  　　　井草聖二　http://www.igusaseiji.com

  

  5/16(土)開場17:00　開演17:30

  

  会場：すみだトリフォニーホール小ホール

  〒130-0013 東京都墨田区錦糸1-2-3

  http://www.triphony.com/

  ・JR総武線「錦糸町駅」北口より、徒歩5分

  ・東京メトロ半蔵門線「錦糸町駅」3番出口より、徒歩5分

  ・都営バス「錦糸町駅」下車 徒歩5分

  

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  

  ■チケット発売方法■

  　★ホームページ上で販売

  　★チケットぴあ　 Pコード：256238

  　　 　パソコン：http://ticket.pia.jp/pia/event.ds?eventCd=1506103

  　 　　携帯電話 ：http://m.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1506103

  　　　スマートフォン：http://md-ticket.pia.jp/pia/event.do?eventCd=1506103

  　★イープラス

  　　　 http://sort.eplus.jp/sys/T1U14P0010843P006001P002148728P0030001

  　★LAST GUITAR　店頭で販売 http://lastguitar.com

  

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  

  

  ◇◇ライブ情報◇◇

  

  ■Aki Miyoshi　http://aki-miyoshi.jimdo.com/

  

  6/10（水）大阪・北浜「地下酒場」

  ソロギター・ジョイントライブ

  Aki Miyoshi & 西村 歩

  Open18:00 Start19:30

  料金2,500円(要ドリンクオーダー）

  お問い合わせ http://peggysue.monodachi.com/chikasakaba/

  

  6/27（土）大阪・桃谷「Acoustic Live Cafe Anie」

  Aki Miyoshi　ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,000円

  お問い合わせ　http://www12.plala.or.jp/anie/

  

  

  ■GIN　http://gin.mistysky.net/

  

  5/15（金）兵庫・西宮甲子園口「Live & Bar Uncle Jam 」

  【出演】　GIN

  Open19:00 Start20:00

  料金2,000円（別途2Drink）

  お問い合わせ 0798- 64-5405

  

  

  ■井草聖二　http://www.igusaseiji.com/

  

  5/6（日）兵庫・川西「アステ川西 パティシエ プティフール」

  ソロギター カフェライブ

  【出演】 井草聖二

  Start19:00

  料金2,500円(ケーキ代込み)

  お問い合わせ　要予約先着30名 072-756-6780

  

  5/16(土)東京・錦糸町「すみだトリフォニーホール小ホール」

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  出演：吉川忠英、住出勝則、西村歩、西山隆行、田中彬博、井草聖二

  開場17:00　開演17:30

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  

  ■伊藤賢一　http://kenichi-ito.com/

  

  4/23(木)東京・幡ヶ谷「幡ヶ谷　36°5」

  【田野崎文＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ】

  Open18:30 Start19:30

  チャージ2,800円(別途オーダー)

  お問い合わせ http://365.seishun-p.com/main.html

  

  4/24(金)埼玉・川口「Senkiya」

  【田野崎文＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ】

  Start19:30

  チャージ2,800円(1ドリンク付き)

  お問い合わせ http://www.senkiya.com

  

  4/25(土)千葉「iijima cofee」

  【田野崎文＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ】

  Open17:30 Start18:00

  チャージ2,500円(別途ドリンクオーダー)

  お問い合わせ http://www.iijimacoffee000.com

  

  4/26(日)東京・新宿「伊藤賢一　ギター教室」

  田野崎文＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open12:30 Start13:00

  チャージ2,000円(コーヒーとお菓子付き)

  ＊ノンマイクでの完全生音ライブです。

  

  5/15(金)東京・曙橋「Back In Town」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open18:00 Start19:30

  チャージ2,700円

  お問い合わせ ０３ー３３５３−４６５５

  

  5/21(木)北海道・札幌「Jack In The Box」

  小松崎健＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Start19:30

  チャージ1,500円(別途オーダー)

  お問い合わせ http://plaza.rakuten.co.jp/bosca/

  

  5/22(金)北海道・札幌「古本とビール　アダノンキ」

  小松崎健＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open19:30 Start20:00

  チャージ2,000円(1ドリンク付)

  お問い合わせ ０１１−８０２−６８３７

  

  5/23(土)北海道・札幌「ハピスケ舎」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  O.A Kostadin Landzhov

  Open18:00 Start18:30

  チャージ2,000円(1ドリンク付)

  お問い合わせ ０１１−３０３−６８８６

  

  5/24(日)北海道・札幌「ふらっと」

  佐藤洋一＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Start15:00

  チャージ2,000円(コーヒーとケーキ、もしくはビールかワイン付き)

  お問い合わせ ０１１−５９０−１０８０

  

  5/25(月)北海道・小樽「なまらや」

  浜田隆史＆伊藤賢一　ジョイント・ライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ2,500円(1ドリンク付)

  お問い合わせ ０１３４−６１−７９３０

  

  6/5(金)兵庫・西宮「アンクルジャム」

  三好紅（ヴィオラ）＆伊藤賢一　デュオ・ライブ

  Open19:00 Start20:00

  チャージ2,800円(2ドリンク別)

  お問い合わせ 　http://www.uncle-jam.jp

  

  6/6(土)大阪・伊丹「サロン・ココ」

  三好紅（ヴィオラ）＆伊藤賢一　デュオ・ライブ

  Open15:00 Start15:30

  チャージ10,000円（ディナー含む）

  

  6/7(日)兵庫・姫路「岡こどもクリニック」

  三好紅（ヴィオラ）＆伊藤賢一　デュオ・ライブ

  Open14:00 Start15:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ http://www1.winknet.ne.jp/~oka-clinic/

  

  7/4(土)兵庫・尼崎「浜名医院内　DENホール」

  伊藤賢一　ソロギター・ライブ

  Open14:30 Start15:00

  チャージ2,000円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  

  ■打田十紀夫　http://www.tokiouchida.com/

  ※チケット購入→http://www.tab-guitar-school.co.jp

  

  6/12(金)大阪「Acoustic Live Cafe Anie」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open18:30 Start19:30

  料金3,000円（ドリンク別）（整理番号付き）

  

  6/14(日)神奈川・上大岡「Blues&Jazz Bar クラークスデイル」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Open17:30 Start18:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  

  6/20(土)和歌山「Hobo's Bar（ホーボーズ・バー）」

  打田十紀夫 アコースティック・ギター・ライヴ

  Start20:00

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  

  

  ■岡崎倫典 http://www.rynten.com/

  

  4/25(土)福岡・朝倉「 音茶」

  岡崎倫典ソロライブ

  O.A.　三ヶ尻聖一、他。終演後：三ヶ尻聖一ショー

  Open18:00 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円（要1ドリンク）

  お問い合わせ 　TEL 0946-52-3672

  

  4/26(日)福岡・小倉「 フォークヴィレッジ 」

  岡崎倫典ソロライブ

  O.A.みうらよしゆき

  Open18:00 Start18:30

  前売3,000円　当日3,500円（要1ドリンク）

  お問い合わせ 093-511-2115

  

  4/28(火)鳥取・米子「 Bexx」

  「岡崎倫典Acoustic Live in yonago ＠fra’me 〜fra’me　3周年記念イベント〜」

  Open18:30 Start19:00

  前売2,500円　当日3,000円（1Drink付）

  お問い合わせ one’s（ワンズ）森田 TEL 0859-29-3960、

  又は　Bexx米子 TEL 0859-21-0830

  

  4/29(水)大分「 f」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円（ドリンク別）

  お問い合わせ 　TEL 097-551-5380

  

  5/2(土)三重・四日市「ガリバー」

  岡崎倫典ソロライブ

  ゲスト：竹内いちろ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（オーダー別）

  お問い合わせ TEL 059-346-7321

  営業：11:00〜14:00、18:00〜24:00

  ライブのない日は22:00まで

  定休：月曜、火曜日

  ご予約、メールでのお問い合わせ

  galliver@cty-net.ne.jp

  

  5/3(日)奈良「ビバリーヒルズ」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open17:00 Start18:00

  前売3,500円　当日4,000円（要1ドリンク＋1フード＝1,000円）

  お問い合わせ ビバリーヒルズ　TEL 0742-26-7444

  チケット予約http://flower6.jp/yoyaku.html

  

  5/4(月)愛媛・松山「QWL」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円（1ドリンク付き）

  お問い合わせ 同 TEL 089-941-0036

  営業；11:30〜24:00　定休なし（臨時休業あり）

  

  5/6(水)広島「 J’S bar 」

  岡崎倫典ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  前売4,000円　当日4,500円（フリードリンク付き）

  お問い合わせ TEL 082-248-6608　営業；20:00〜、日曜日定休

  

  5/16(土)鳥取「 スタジオ大輪路（だいりんじ）ルルカフェ 」

  岡崎倫典ソロライブ

  ゲスト：ノグチアツシ（地元で活躍しているシンガーソングライターです。）

  Open18:30 Start19:30

  料金4,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ TEL 0857-029-8-85　担当：木谷（きたに））

  又は　森本 090-7372-5236

  

  5/23(土)東京・水道橋「 カフェ　らいん 」

  岡崎倫典ソロライブ

  キーボード：平井　宏

  Open17:00 Start18:00

  料金3,500円

  お問い合わせ TEL 03-3262-4675

  営業：月曜日〜金曜日9:00〜23:00、土曜日10:00〜15:00、日曜、祝日休み

  

  

  ■小川倫生　http://www.ogawa-michio.com/

  

  4/25(土)栃木・鹿沼「興文堂書店」

  興文堂書店３Fフリースペース・プレオープン記念ワンマン・ライブ

  出演：小川倫生（ソロ・ギター）

  Open19:00 Start19:30

  参加費1,000円円（（ドリンク食物持ち込み）

  お問い合わせ TEL: : 0289-65-1222

  

  

  ■押尾コータロー　http://www.kotaro-oshio.com/


  5/2（土）大阪「大阪城野外音楽堂」

  30th Anniversary 春の美里祭り 30th Revolution

  〔出演〕渡辺美里

  〔スペシャルゲスト〕押尾コータロー

  開場14:45　開演15:30

  指定席7,500円　親子チケット7,500円　芝生エリア5,500円

  2/28(土)10:00AMから

  キョードーインフォメーション 06-7732-8888

  

  5/5（火）東京「日比谷野外大音楽堂」

  30th Anniversary 春の美里祭り 30th Revolution

  〔出演〕渡辺美里

  〔スペシャルゲスト〕押尾コータロー

  開場16:15　開演17:00

  指定席7,500円　親子チケット7,500 円

  3/7(土)AM10:00から

  SOGO TOKYO 03-3405-9999

  

  5/10（日）東京「東京文化会館 大ホール」　

  小原 孝　ピアノリサイタル　-ＣＤデビュー25周年記念演奏会-

  〔出演〕ピアノ:小原 孝　　指揮者:曽我大介　オーケストラ:東京フィルハーモニー交響楽団

  〔ゲスト〕押尾コータロー

  開場14:30 開演15:00

  〔料金〕SS席9,800円 / S席7,500円 / A席6,000円 / B席4,500円（全席指定/税込）

  　　　　※未就学児童のご入場はできません。

  東京音協：03-5774-3030（平日10:00-17:30）

  http://www2.odn.ne.jp/~cau57200/

  

  5/17（日）東京・有楽町「東京国際フォーラム ホールＣ」

  DEPAPEPE メジャーデビュー10周年 「Let's Go!!!　DEPAPEPE超大感謝祭！！」

  〔出演〕DEPAPEPE　　〔ゲスト〕押尾コータロー

  開場16:00　開演16:30

  5,550円（全席指定/税込）

  学生以上有料／未就学児無料

  ※但し、座席が必要な場合はチケット必要・学割アリマス　

  高校生以下当日、学生証持参で500円キャッシュバック

  ◇ファンクラブ先行予約があります。

  お申込み方法の詳細は、ファンクラブページをご覧ください。

  ファンクラブ会員の方はそちらからお申込みください。

  （郵送でのご案内はございませんので、ご注意ください）

  2/7（土）

  ディスクガレージ 050-5533-0888

  http://www.sonymusic.co.jp/Music/Info/depapepe/

  

  5/31（日）大阪「SAYAKAホール　大ホール」

  押尾コータローアコースティックギターコンサート2015

  開場17:00 開演17:30

  〔料金〕5,000円（全席指定/税込）

  ※6歳未満の方のご入場はご遠慮ください。

  〔チケット発売所〕

  ◇SAYAKAホール 072-365-9590（10:00-21:00 火曜を除く）

  ※窓口営業時間9:00-21:00

  ◇オンラインチケット（CNプレイガイド）http://www.sayaka-hall.jp/

  ◇ローソンチケット（Lコード:57775）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:250-820）0570-02-9999

  ◇イープラス http://eplus.jp/msp
 【ファンクラブ先行予約について】

  ファンクラブ先行予約の受付があります。（受付期間 1/19-1/26）

  申し込み詳細などはファンクラブページにて発表いたしますので

  しばらくお待ちください。

  ※郵送によるご案内はございませんのでご注意ください。

  2/7（土）

  SAYAKAホール 072-365-8700

  http://www.sayaka-hall.jp/

  

  6/27（土）京都「文化パルク城陽 プラムホール」

  押尾コータローアコースティックギターコンサート2015（京都）

  開場17:00 開演17:30

  料金5000円（全席指定/税込）

  ※未就学児童の入場はできません。

  〔チケット発売所〕

  ◇文化パルク城陽　http://www.bunkaparcjoyo.net/onlineannnai.html

  ◇ローソンチケット（Lコード:54358）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:261-413）0570-02-9999

  ◇イープラス http://eplus.jp/msp

  4/25（土）

  文化パルク城陽　0774-55-1010

  http://www.bunkaparcjoyo.net/

  

  7/12（日）兵庫・たつの市「たつの市総合文化会館 赤とんぼ文化ホール　大ホール」

  押尾コータローアコースティックギターコンサート2015（兵庫）

  開場17:00 開演17:30

  料金5400円（全席指定/税込）

  ※未就学児童の入場はできません。

  〔チケット発売所〕

  ◇たつの市総合文化会館 赤とんぼ文化ホール　0791-63-1322

  ◇アクアホール　0791-72-4688

  ◇ローソンチケット（Lコード:54365）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:261-415）0570-02-9999

  ◇イープラス http://eplus.jp/msp

  4/24（金）

  たつの市総合文化会館 赤とんぼ文化ホール　0791-63-1322

  http://www.tatsuno-cityhall.jp/abh/


  7/18（土） 兵庫・三田「三田市総合文化センター　郷の音ホール　大ホール」

  押尾コータローアコースティックギターコンサート2015（兵庫）

  開場17:00 開演17:30

  料金5400円（全席指定/税込）

  ※未就学児童の入場はできません。

  〔チケット発売所〕

  ◇郷の音ホールチケットセンター　079-559-8101

  ◇ローソンチケット（Lコード:54366）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:261-418）0570-02-9999

  ◇イープラス http://eplus.jp/msp

  5/11（月）

  GREENS 06-6882-1224（平日11:00-19:00）

  http://sanda-bunka.jp/


  7/25（土）奈良「やまと郡山城ホール」

  押尾コータロー アコースティックギターコンサート2015（奈良）

  開場17:00 開演17:30

  料金5000円（全席指定/税込）

  ※未就学児童の入場はできません。

  〔チケット発売所〕

  ◇やまと郡山城ホール 0743-54-8000

  ◇ローソンチケット（Lコード:54371）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:261-422）0570-02-9999

  ◇イープラス　http://eplus.jp/msp

  4/25（土）

  やまと郡山城ホール　0743-54-8000

  http://www.ykjohall.jp/

  

  7/26（日）大阪・吹田「吹田市文化会館メイシアター　大ホール」

  押尾コータローアコースティックギターコンサート2015（大阪）

  開場17:00 開演17:30

  料金5400円（全席指定/税込）

  ※未就学児童の入場はできません。

  〔チケット発売所〕

  ◇メイシアター 06-6380-2221

  ◇ローソンチケット（Lコード:53384）0570-084-005

  ◇チケットぴあ（Pコード:260-727）0570-02-9999

  ◇イープラス　http://eplus.jp/msp

  5/14（木）

  吹田市文化会館メイシアター　06-6380-2221

  http://www.maytheater.jp/


  


  8/1（土）大阪「万博記念公園もみじ川芝生広場」

  情熱大陸 SPECIAL LIVE SUMMER TIME BONANZA'15（大阪公演）

  〔出演〕

  葉加瀬太郎 / 鈴木雅之 / 藤井フミヤ / 押尾コータロー / May.J /ナオト・インティライミ

  家入レオ / クリス・ハート　and more...（順不同）

  ※出演者は都合により変更になる場合がございます。

  開場11:00 開演12:30(終演予定19:00)※雨天決行、荒天中止

  万博記念公園もみじ川芝生広場（大阪）

  ブロック指定（レジャーシート付・自然文化園入場料込）8,800円

  小学生（レジャーシート付・自然文化園入場料込）1,200円　※未就学児童入場無料

  ◇HP先行受付中　※5/22（金）23:59まで

  http://www.mbs.jp/jounetsu/live/2015/

  ※ファンクラブ会員の方は、ファンクラブ先行のDMをお送りしますので

  そちらからお申し込みください。

  会員サイトからもご覧いただけます。

  キョードーインフォメーション　0570-200-888

  http://www.mbs.jp/jounetsu/live/2015/


  8/22（土）東京「夢の島公園陸上競技場」

  情熱大陸 SPECIAL LIVE SUMMER TIME BONANZA'15（東京公演）

  開場11:00 開演12:30(終演予定19:30)※雨天決行、荒天中止

  ブロック指定（レジャーシート付）8,800円

  小学生（レジャーシート付）1,200円　※未就学児童入場無料

  ◇HP先行受付中　※5/22（金）23:59まで

  http://www.mbs.jp/jounetsu/live/2015/

  ※ファンクラブ会員の方は、ファンクラブ先行のDMをお送りしますので

  そちらからお申し込みください。

  会員サイトからもご覧いただけます。

  キョードー東京0570-550-799　キョードー横浜045-671-9911

  http://www.mbs.jp/jounetsu/live/2015


  

  ■岸部眞明　 http://www.sutv.zaq.ne.jp/ckbsr709/main.html

  

  4/18(土)大阪・高槻「Music Square 1624 TENJIN」

  住出勝則＋岸部眞明

  ～ソロギターでバラードを聴く夜～

  Open18:00 Start19:00

  ※整理番号順入場・自由席

  前売4,000円　当日4,500円（要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ072-691-1624

  

  4/19(日)香川・高松「RUFFHOUSE」

  住出勝則＋岸部眞明

  ～ソロギターでバラードを聴く夜高松編～

  Open17:30 Start18:00

  前売4,000円　当日4,500円（要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ （087）835-9550

  

  4/25(土)広島「オーティス」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円（1ドリンク付）

  お問い合わせ 082-249-3885

  

  4/26(日)岡山・倉敷「音楽館」

  岸部眞明 ソロライブ

  オープニングアクト　高尾和樹

  Open18:00 Start18:30

  前売2,500円　当日3,000円（1ドリンク付）

  お問い合わせ http://ww3.tiki.ne.jp/~t-yagi/

  

  5/16(土)山口「菜香亭（さいこうてい）」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円

  高校生1,500円　中学生以下無料

  お問い合わせ　090-3635-9304　 montbell@gaea.ocn.ne.jp　（ミヤシタ）

  

  5/17(日)兵庫・相生「陸（くが）自治会館」

  岸部眞明アコースティックギターコンサート in 相生

  Open17:00 Start17:30

  前売3,000円　当日3,500円

  チケット予約：メールで受け付けます。

  住所（市町まで）、氏名（複数席購入の場合は代表者1名）、必要席数、連絡先電話番号を明記の上、

  aioiongakukoubou@infoseek.jp（担当：クボタ）までお申し込みください。

  相生Ｏｎ楽工房からの返信をもって購入完了となります。代金は当日に受付でお支払いください。

  

  5/23(土)大阪・桃谷「Live Cafe an」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:00 Start19:00

  チャージ3,000円 (ドリンク別）

  お問い合わせ　06-4305-0772　

  

  5/30(土)愛知・一宮「Denpo-G studio」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open17:00 Start17:30

  チャージ2,700円 (1ドリンク付）

  お問い合わせ　 info@denpo-g.com

  

  5/31(日)岐阜「ufu Cafe」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open15:30 Start16:00

  チャージ3,000円 (1ドリンク付）

  お問い合わせ 090-4404-7385

  　　　　　　　　　　cafedeufu@yahoo.co.jp

  

  6/3(水)大分「f sound Cafe」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open19:30 Start20:00

  前売2,000円　当日2,500円（いずれもドリンク別）

  お問い合わせf sound Cafe　Tel 097-551-5380

  

  6/4(木)福岡・小倉「フォークビレッジ」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open19:00 Start19:30

  前売2,500円　当日3,000円（要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ http://members.jcom.home.ne.jp/folkvillage2/top.htm

  

  6/5(金)長崎・佐世保「佐世保フォーク村」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open19:00 Start19:30

  チャージ3,000円 (1ドリンク付）

  お問い合わせ https://www.facebook.com/pages/K-wave佐世保フォーク村/303711433102353?ref=stream&pnref=lhc

  

  6/6(土)長崎「ブルーレイン」

  岸部眞明 ソロライブ

  Opening act :　PPI 、中原 智志

  Open18:00 Start18:30

  前売3,000円　当日3,500円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ Nacギター倶楽部 facebook

  https://m.facebook.com/nac.guitar?_rdr

  08053791579 川久保

  

  6/7(日)熊本・宇土「カフェレストポケット」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open12:00 Start13:30

  前売2,500円　当日3,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ ０９６４−２３−５３４７

  

  6/25(木)青森・弘前「レストラン・パプリカ」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  チャージ3,000円 (1ドリンク付）

  お問い合わせ ０９０−２９７５−１８７４（中村）　パプリカ　0172-35-4450

  

  6/26(金)秋田「カフェ・ブルージュ」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円（いずれも１ドリンク付き）

  お問い合わせ http://www.cafebrugge.com/

  

  6/27(土)山形・新庄「・レキシントン新庄」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open16:30 Start17:00

  チャージ3,000円

  お問い合わせ 090-4637-5158　二戸

  

  7/8(水)愛知・名古屋「源」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:50 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ052-751-2550

  live-gen@musical.to

  

  7/9(木)神奈川・日吉「Nap」

  岸部眞明 ソロライブ

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ TEL : 045-561-8872（16：00〜23：00）

  E-mail : nap@k8.dion.ne.jp

  

  

  ■伍々慧　http://gogosatoshi.com/

  

  5/3(日)大阪・高槻「アクトアモーレ・ステージ」

  高槻ジャズストリート

  【出演】ニーノアンドゴーゴー

  Start14:00

  【料金】無料（チップにご協力ください）

  お問い合わせhttp://www.0726.info

  

  5/4(月)大阪・吹田「5th-street」

  Good Times All Day Long..featuring Three International Guitar Musicians

  【出演】Goh Kurosawa, Shouhei Toyoda,伍々慧

  Open17:00 Start18:00

  料金3,000円（要ドリンクオーダー）

  お問い合わせ 5th-street 06-6386-9114

  

  5/8(金)愛知・八事「KORG STUDIO EXTREME」

  指弾きの日 Live vol.5 in NAGOYA mini

  【出演】西山隆行、エバラ健太、さらさ、伍々慧

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円

  お問い合わせmusictail@me.com

  

  5/9(土)愛知・名古屋「ナディアパーク・アトリウム」

  栄ミナミ音楽祭'15

  【出演】伍々慧、ほか

  料金無料

  詳細→http://www.sakaeminami.com/ongakusai/

  

  6/12(金)富山「楽器センター富山 Blue Guitars」

  伍々慧インストアライブ at Blue Guitars

  Start19:00

  料金2,000円（要予約）

  お問い合わせ 楽器センター富山 Blue Guitars TEL:076-433-0942（Blue Guitars直通）

  

  6/13(土)富山「楽器センター富山 Blue Guitars」

  伍々慧Special Lesson at Blue Guitars

  料金5,000円 45分完全個人レッスン

  詳細　http://gctoyama.kaishindo-music.co.jp/blueguitars/2015/02/08/gogosatoshi/

  

  6/21(日)大阪・桃谷「アニー」

  アコースティックソロギターライブ

  【出演】伍々慧

  Open16:00 Start17:00

  前売2,500円　当日3,000円（別途要ドリンクオーダー）

  お問い合わせ　アニー　06-4305-0772

  

  7/4(土)兵庫・神戸「OUMA」

  アコースティックソロギターライブ

  【出演】伍々慧

  Open18:00 Start19:00

  前売2,000円+スペシャルプレート1,000円 （当日料金は500円アップ、All500円のドリンクは別途オーダー）

  お問い合わせ OUMA 078-231-0055

  

  

  ■小松原俊　http://www.shun-komatsubara.com/

  

  4/19(日)栃木・下野「レストラン・ラポ」

  小松原俊ソロライブ　

  オープニングアクト/宇都宮イサト

  Open11:30 Start13:00

  前売3,000円　当日3,500円（共に要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ0285-44-8956（担当：熊谷様）

  

  5/22(金)大阪・吹田「COFFEE HOUSE 5th-street」

  小松原俊ソロライブ　

  Open18:30 Start19:30

  前売2,800円　当日3,200円（※共に別途ドリンク代￥５００必要）

  お問い合わせTEL 06-6386-9114

  

  5/23(土)山口「秋吉台国際芸術村ホール」

  小松原俊ソロライブ　

  Open18:30 Start19:00

  前売3,000円　中・高校生1,000円（※共に当日は200円ＵＰ）

  お問い合わせ090-1684-6553(かねこ様)

  

  5/24(日)広島・福山「ポレポレ」

  小松原俊ソロライブ　

  Open19:00 Start19:30

  前売3,000円　当日3,500円（共に１ドリンク付）

  お問い合わせTel：０８４-９２５-５００４

  　　　　　　e-mail：cafe_polepole@ybb.ne.jp

  

  ■逆瀬川剛史　http://blog.livedoor.jp/takeshi_sakasegawa/

  

  4/26(日)福岡「ベーカリーカフェキッチン Lamp」

  出演：サツキアザレ、逆瀬川剛史　

  Open16:30 Start17:00

  料金3,000円(ワンドリンク、すみれ特製お茶菓子プレート付き）

  お問い合わせ　http://lehuarmony.wix.com/lehua

  

  5/9(土)福岡「キラキラカフェ とねりこ」

  出演：chang sings (piano : 米倉雅紀、flute : 白土みちこ、story teller :

  chang skywalker) 、逆瀬川剛史

  Open17:00 Start17:30

  料金3,000円(ワンドリンク、軽食付き）

  お問い合わせ http://9studio.net/changsings/

  

  6/1(月)福岡「カフェ・ド・アッシュ」

  出演：江頭つとむ、逆瀬川剛史

  Open19:30 Start20:00

  料金3,000円(ワンドリンク、おつまみ付き）

  お問い合わせ http://tsutomu-e.net

  

  

  ■坂元昭二　http://www.december.co.jp

  

  4/25(土)愛知・名古屋「Cafe Lui（カフェ・ルイ）　」

  さだまさしばりプレミアム #6 with 坂元昭二　

  Open18:00 Start18:20

  第１部：アマチュアのさだまさしもどきと坂元昭二さんの共演

  第２部：坂元昭二ソロライブ

  第３部：打ち上げ兼さだまさしもどきによるオープンステージ

  料金3,000円

  お問い合わせ 出演希望の方は　darching.koji@gmail.com　大橋まで

  観覧希望の方は、上記のメールにご連絡いただくか、Cafe Lui （Tel. 052-799-3915）にお問い合わせ下さい

  

  4/26(日)静岡・浜松「MUTOWN RECORDS」

  MUTOWN RECORDS　“CRaNE Studio Live EXTRA”

  出演 ： CRaNE・伊藤菜々子

  Special guest：坂元昭二

  Open14:00 Start14:30

  料金3,000円

  お問い合わせ Tel. 053-489-7444

  

  5/10(日)京都「フォークソングカフェ明日（メイビー）」

  坂元昭二ギターソロ　投げ銭ライブ

  ～演奏中に顔とギター目がけてコインを投げないでね。お札ならいいけど～

  Open14:30 Start15:00

  投げ銭

  お問い合わせ　Tel 070-6926-5466

  

  5/22(金)東京・築地「BLUE MOOD」

  坂元昭二 in BLUE MOOD　

  ゲスト ： 宅間久善（マリンバ、パーカッション）、阿形有佳（チェロ）

  Open18:00 Start19:00

  料金4,000円　当日4,500円※飲食別　

  予約受付はBLUE MOODにて

  １）WEBオンライン申し込み～PayPal決済、またはクレジットカード決済

  　　https://blue-mood.jp/

  ２）電話申し込み～銀行振込

  　　tel.03-3249-6010（平日10:00～18:00）

  　　tel.03-3549-6010（18:00以降、及び土日祝日）

  

  5/24(日)埼玉・羽生「TAKE1」

  坂元昭二・柿沼タケシGGSコンサートVOL.2

  Open16:00 Start17:00

  予約3,000円　当日3,500円※１ドリンク付

  お問い合わせ　Tel. 090-4925-6602（TAKE1）

  

  5/29(金)島根「ミセス・ロビンフッド」

  坂元昭二ギター・ソロ・ライブ　

  O.A. ： 國吉磨寿美

  Open18:00 Start19:00

  料金3,500円（１ドリンク、１プレート付）　※２５名限定！　

  お問い合わせ　Tel.0854-76-9277　ミセスロビンフッド

  Tel. 070-5020-7262　（白築）

  

  5/30(土)島根・出雲「Cafeことん」

  坂元昭二ギター・ソロ・ライブ　

  O.A. ： 國吉磨寿美

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円※１ドリンク付　※３０名限定！

  お問い合わせ Tel. 080-3025-6901（平井）

  Tel. 070-5020-7262（白築）

  

  5/31(日)山口・周南「楞厳寺（りょうごんじ）　」

  坂元昭二ギター・ソロ・ライブ　

  Open18:00 Start18:30

  前売2,500円　当日3,000円

  お問い合わせ　Tel. 0834-83-2671　fax 0834-83-4081

  

  6/6(土)静岡「港が見えるカフェレストラン　『Sarry's Cafe』」

  坂元昭二アコースティック・ギター・ソロ・ライブ in Sarry's Cafe～あなたのために奏でます～

  Open7:30 Start19:00

  料金3,500円（１ドリンク＆１フード付）　※５０名限定

  お問い合わせ054-259-9961　（Sarry's Cafe)

  E-mail　december@december.co.jp　 (オフィスディセンバー)

  

  6/13(土)北海道・富良野「木かげ」

  カフェ木かげ　10周年記念コンサート　

  出演 ： 坂元昭二、伊藤理子、渡辺文（cello）、森上千絵（富良野塾OB）

  Open17:00 Start17:30

  料金2,500円

  お問い合わせ Tel. 0167-44-2329 木かげ

  

  6/20(土)三重・ 伊賀「ハイトピア伊賀」

  「坂元昭二ライブ in 伊賀」～忍者のまちに優しい音を vol.2～

  ＜スペシャルゲスト＞　宅間久善（マリンバ、パーカッション）

  ＜ゲスト＞　Yuri x Meri

  Open17:00 Start17:30

  前売2,500円　当日3,000円

  ・店頭販売　サワノ楽器店（３月下旬～）　Tel.0595-21-0013

  ・電子チケット決済　http://peatix.com/event/66889　（近日発売）

  ※前回ご来場のお客さまには、電話予約にて前売扱いで当日精算とさせていただきます。

  問合せ ： サワノ楽器店　Tel.0595-21-0013

  プロジェクト担当　Tel. 050-5883-9242 （担当：つねき。平日は１９時３０分以降、休日は応対可能）

  

  6/21(日)愛知・名古屋「TOKUZO/トクゾー　」

  坂元昭二ギター・ソロ・ライブ　

  ゲスト ： 宅間久善（マリンバ、パーカッション）

  Open16:30 Start17:30

  前売4,500円　当日5,000円※全自由席　※ドリンクチャージが別途必要です

  お問い合わせ SR企画　Tel. 052-734-9980／e-mail info@srkikaku.jp

  

  7/3(金)大分「十三夜」

  坂元昭二ギターソロ

  Open18:00 Start19:00

  前売3,000円　当日3,500円※要１ドリンクオーダー

  お問い合わせ　Tel.097-513-0013　十三夜

  

  7/4(土)大分・日田「和食工房　新」

  坂元昭二ギターソロ

  Open18:00 Start19:00

  料金4,000円　※軽食＋１ドリンク付き

  お問い合わせ Tel. 0973-24-1618

  

  7/5(日)福岡・飯塚「杜の舟」

  坂元昭二ギターソロ　完全生音ライブ～音のとまり木～

  Start15:00

  前売3,000円　当日3,500円※フリードリンク付

  お問い合わせ Tel. 0949-62-6799（杜の舟）

  

  7/6(月)宮崎・都城「Kitchen Cafe ぐりーん」

  坂元昭二ギターソロ

  Open17:30 Start18:00

  料金2,500円　※１ドリンク付

  お問い合わせ Tel. 0986-64-1310　Kitchen Cafeぐりーん　大石

  E-mail　december@december.co.jp　オフィスディセンバー

  ライブ終了後に懇親会（別料金）があります。参加ご希望の方は事前にお知らせ下さい。

  ・懇親会会費　2000円（料理＋ドリンク）

  ・ドリンクは、生ビールは2杯まで。その他焼酎、ワイン、ソフトドリンクは飲み放題

  

  7/11(土)埼玉・川越「小江戸蔵里」

  坂元昭二　酒蔵コンサート in 小江戸・川越 vol.2　

  Open14:00 Start14:30

  料金2,500円

  お問い合わせ予約方法についてはオフィスディセンバーまでお問い合わせ下さい。

  　Tel. 070-5020-7262

  　E-mail december@december.co.jp

  

  

  ■下山亮平　http://r-shimoyama.guitarfreak.net/index2.htm

  

  4/25(土)栃木「お茶の小井沼」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open13:30 Start14:00

  料金2,500円(献上煎茶「熊切」とお菓子付)

  お問い合わせ　090-3596-3139（葭葉）

  

  4/26(日)群馬・みどり「Cafe&Galleryねこの時計」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open16:30 Start17:00

  料金2,500円(1ドリンク付)

  お問い合わせお問い合せ：TEL 0277-73-6632（増田）

  　　　e-mail：waterroadguitar@yahoo.co.jp

  

  5/8(金)愛知・名古屋「Art & Music Space 源」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open18:50 Start19:30

  前売2,500円　当日2,800円

  お問い合わせ　TEL 052-751-2550

  

  5/9(土)大阪・吹田「Coffee House 5th Street」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円(drink別)

  お問い合わせ TEL 06-6386-9114

  

  5/10(日)兵庫・神戸「Live & Bar Voice」

  下山亮平ソロ・ライブ

  Open19:00 Start19:30

  料金2,500円＋1drink

  お問い合わせ TEL 078-763-1177

  

  

  ■城直樹　http://naoki-jo.com/

  

  5/11(月)大阪「池田珈琲」

  池田珈琲ライブ

  【出演者】 城直樹 ゆあさまさや

  Open19:00 Start19:30

  料金2,000円　中学生以下1,000円

  (要ワンドリンクオーダー)

  お問い合わせ　072-868-1151（池田珈琲）

  E-mail: mail@naoki-jo.com（城直樹）

  

  6/1(月)福岡「BEAT STATION」

  ソロギターの日 in 九州

  【出演者】 城直樹 まるやまたつや

  Open17:30 Start19:00

  (18:00よりオープニングアクトの演奏あり）

  前売3,300円　学生2,800円（当日料金はいずれも　+500円）

  (要ワンドリンクオーダー)

  お問い合わせ TEL: 092-738-1761（BEAT STATION）

  E-mail: mail@naoki-jo.com（城直樹）

  

  

  ■住出勝則　http://www.masasumide.com/

  

  5/16(土)東京・錦糸町「すみだトリフォニーホール小ホール」

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  出演：吉川忠英、住出勝則、西村歩、西山隆行、田中彬博、井草聖二

  開場17:00　開演17:30

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  5/17(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  住出勝則

  Open16:30 Start17:30

  前売3,780円　当日4,320円（要１ドリンクオーダー）

  打ち上げパック：2,160円（希望者のみ・別途）

  お問い合わせ048-788-6033

  

  6/20(土)東京・原宿「クエストホール」

  HUKUROH ～永遠の青春～

  Open16:30 Start17:00

  前売6,000円（当日券ある場合、当日500円アップ）

  お問い合わせキャピタルビレッジ（03-3478-9999）

  一般発売：3月20日（金）から

  チケットぴあ（Pコード：258-336）

  ローソンチケット（Lコード：73419）

  イープラス

  CNプレイガイド

  キャピタルビレッジ

  先行予約：２月２５日（水） ～ 3月11日（水）

  抽選：3月13日（金）

  予約サイト（2/25～）：www.cnplayguide.com/cv_hukuroh0620/

  お席は、期間内でお申込みいただいた皆さまの中での抽選となります。

  

  6/21(日)兵庫・神戸「VOICE」

  住出勝則

  Open16:30 Start17:30

  前売3,500円　当日4,000円（要１ドリンクオーダー）

  お問い合わせ 078-885-8750

  

  

  ■竹内いちろ　http://mrgtr.web.fc2.com

  

  4/25(土)三重・桑名「珈琲館はせ川」

  十弦夢　見掛英治(ベース） 竹内いちろ(ギター)

  Open18:00 Start19:00

  前売1,500円　当日1,800円(F/D別)　

  お問い合わせ　電話０５９４－２３－３２３３

  

  4/26(日)京都・河原町三条「赤からbasement」

  大人のソロギターLive　竹内いちろ

  Open18:00 Start18:30

  料金2,000円(要飲食)　

  お問い合わせ http://r.gnavi.co.jp/c500000/menu9/

  

  5/17(日)愛知・名古屋「つるのり」

  Acoustic Field vol.7

  PETA　竹内いちろ

  Opening 草野憲

  Open17:00 Start18:00

  料金2,500円(飲食別途)　

  お問い合わせ https://www.facebook.com/MusicCafeBarTsurunori

  

  5/30(土)京都・河原町三条「赤からbasement」

  大人のソロギターLive　竹内いちろAG＆今堀良昭EG

  Open18:00 Start18:30

  投げ銭（要飲食）

  お問い合わせ http://r.gnavi.co.jp/c500000/menu9/

  

  

  ■田中彬博　http://tanakaakihiro.com

  

  4/25(土)富山「カフェカプリ」

  “田中彬博 ソロギターライブ in カプリチョ”

  Open18:00 Start19:00

  料金3,000円(1ドリンク付き)　

  お問い合わせ Tel : 076-442-7216 (カプリチョ)

  または Tel: 090-9443-2565 (カプリチョ 唐牛) まで

  

  5/15(金)埼玉・南浦和「宮内家」

  田中彬博 ソロライブ in 宮内家

  Open18:30 Start19:30

  料金3,240円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ048-788-6033

  

  5/16(土)東京・錦糸町「すみだトリフォニーホール小ホール」

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  出演：吉川忠英、住出勝則、西村歩、西山隆行、田中彬博、井草聖二

  開場17:00　開演17:30

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  5/30(土)兵庫・尼崎「浜名医院 DENホール」

  “田中彬博 アンプラグドLIVE in 浜名医院”

  Open14:30 Start15:00

  料金2,000円

  お問い合わせ den-1833@nike.eonet.ne.jp

  

  6/10(水)大阪・梅田「グラナダ」

  田中彬博 アンプラグド・ライブ in Granada

  Open19:00 Start19:30

  料金1,700円 (１ドリンク別)　

  お問い合わせ06-6314-1267 (グラナダ)

  

  6/11(木)大阪・梅田「グラナダ」

  田中彬博 アンプラグド・ライブ in Granada

  Open19:00 Start19:30

  料金1,700円 (１ドリンク別)　

  お問い合わせ06-6314-1267 (グラナダ)

  

  6/14(日)愛知・名古屋「Art & Music Space 源」

  田中彬博 ソロギターライブ in 源

  Open14:20 Start15:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせMail : live-gen@musical.to（源）

  

  

  ■谷本光　http://blogs.yahoo.co.jp/tanimotohikaru

  

  6/1(月)京都「Johnny Angel」

  スペシャルライブin京都祇園〜叩き系!!

  出演：谷本光、居倉健、ゆあさまさや

  Open19:00 Start19:30

  料金2,800円　(中学生以下2,000円)※飲食代別

  お問い合わせ masayayuasa0302@gmail.com

  

  

  ■豊田渉平　http://shoheitoyoda.com

  

  4/26(日)京都「Bar Next」

  豊田渉平ライブ

  Open18:00 Start 18:30

  料金1,800円（１ドリンク込み）

  お問い合わせ shoheitoyodatoyoda@gmail.com

  

  5/2(土)京都「Kenny’s Country Music Station」

  The Ohio Winds （田中彬博、豊田渉平）＠Kenny’s Country Music Station

  Start 19:30

  料金3,000円（２ドリンク付き）

  お問い合わせ 075-451-3797（昼間）　(水．日．休み）

  　　　　　075-415-1171（土）（19時～）

  　　 Email admin@k-country.com

  

  5/4(月)大阪・吹田「5th-street」

  Good Times All Day Long..featuring Three International Guitar Musicians

  【出演】Goh Kurosawa, Shouhei Toyoda,伍々慧

  Open17:00 Start18:00

  料金3,000円（要ドリンクオーダー）

  お問い合わせ 5th-street 06-6386-9114

  

  5/5(火)京都「Art Space Yosuga 」

  天使突抜まつり２０１５

  ☆TIME TABLE

  14:30~　豊田渉平　（Guitar弾き語り）

  ☆food＆drink

  ▪ イタリア食堂910　～Italian Tapas

  ▪ 三茶のおやつやさん

  ～焼き菓子（卵・乳製品・精製糖不使用）

  自家製天然酵母ドーナツ＆スコーン

  ▪ こいさん琵和　～湖北のおばんざい

  ▪ 寄す処　～Wine＆Beer　ちっとだけ日本酒

  カレーライス

  入場無料（ライブは投げ銭制です）

  お問い合わせyosuga.kyoto@gmail.com

  075-201-1047

  

  5/20(水)大阪「ロイヤルホース」

  大和田慧 アコースティックライブ

  with The Ohio Winds（田中彬博＆豊田渉平）

  ~The East is goin’ Westbound~

  Open17:00 Start1st. 19:00 / 2nd. 21:00

  料金S=3,000円　A=2,500円　B=2,000円　barcounter=1,500円

  お問い合わせ TEL. 06-6312-8958 ／ 06-6312-8959

  FAX. 06-6312-2991

  MAIL. royalhorse@aioros.ocn.ne.jp

  

  5/21(水)京都・京田辺「同志社大学、京田辺校地」

  世界のギター博覧会＆コンサート＠ 同志社大学（ハローホール）

  Start12:45

  無料

  お問い合わせTEL:0774-65-7413

  

  

  ■西村歩　http://www.ayumusic.com/

  

  2015/05/04（月・祝）

  【宮崎県小林市】

  会場：カテラッタ・ピエタ

  （小林市須木大字下田４１２番地６すきむらんど内）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0984-48-2480

  開場／15：00　開演／15：30

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/05/05（火・祝）

  【宮崎県えびの市】

  会場：古民家喫茶「田の神さぁ」

  （宮崎県えびの市島内1462番地）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：090-3383-3751

  開場／15：00　開演／15：30

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/05/15（金）

  【東京都】

  会場：ドルフィンギターズ恵比寿店

  （東京都渋谷区恵比寿西1-10-8 本間ビル4Ｆ）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：03-6415-3580（ドルフィンギターズ恵比寿店）

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,200円

  

  5/16(土)東京・錦糸町「すみだトリフォニーホール小ホール」

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  出演：吉川忠英、住出勝則、西村歩、西山隆行、田中彬博、井草聖二

  開場17:00　開演17:30

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  2015/05/17（日）

  【茨城県】

  会場：Twin D’s Cafe

  （茨城県土浦市荒川沖東3-3-2 OGビル1F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：050-5788-8468

  開場／18:30　開演／19:00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/05/21（木）

  【山形県】

  会場：双葉館

  （山形県山形市城南町３丁目７-５）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：023-643-4825

  開場／19：30　開演／20：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/05/22（金）

  【秋田県】

  会場：J's cafe

  （秋田県秋田市楢山登町3-24 ATELIER-ITOU 1F）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：070-6494-5520

  開場／19：00　開演／19：30

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/05/23（土）

  【青森県】

  会場：レストランパプリカ

  （〒036-8316 青森県弘前市石渡３丁目４−４１）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：0172-35-4450レストランパプリカ、090-2975-1874（中村）

  開場／18：30　開演／19：00

  料金：2,500円（1ドリンク付き）

  

  2015/05/24（日）

  【宮城県仙台市】

  会場：Cafe de Lucille

  （宮城県仙台市青葉区国分町3-4-20 清和ビルBF1 ）

  ＜ご予約・お問い合わせ＞

  電話：022-797-2036（19時以降）

  開場／18：00　開演／18：30

  料金：2,500円（別途要ドリンク代）

  

  

  ■西山隆行　http://www.musictail.net/nishi/

  

  4/24(金)高知「Bar Salvador」

  『毎月２４日は にっしーの日Live in 高知県 with Elfeace』

  出演：西山隆行、Elfeace

  Open19:00 Start19:30

  チャージ3,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  4/26(土)香川・高松「楽器堂OPUS イオン高松店」

  西山隆行 アコースティックギターセミナー

  セミナー要項

  セミナー1・初級編　13：00-14：00

  セミナー2・中級編　14：30-15：30

  参加費：￥2000（税込）

  ※2000円で両方参加も可能です。

  個人レッスン　10：00-18：30（セミナー前後の時間）

  参加費：30分￥3000税込

  当日申込みも可能ですが、お早目にご予約をオススメいたします。

  2コマ（1時間レッスン）もOKです。

  TEL 087-832-8016

  内容などお気軽に西原（さいばら）さんへお問い合わせ下さい。

  

  5/1(金)東京・曙橋「バックインタウン」

  ナガタク「Head and Heart 発売記念ライブ」

  出演：ナガタク（永瀬晋、田窪一盛）

  ゲスト：西山隆行

  Open18:00 Start19:30

  チャージ2,160円+オーダー要

  お問い合わせmusictail@me.com

  

  5/8(金)愛知・八事「KORG STUDIO EXTREME」

  指弾きの日 Live vol.5 in NAGOYA mini

  【出演】西山隆行、エバラ健太、さらさ、伍々慧

  Open19:30 Start20:00

  料金2,500円

  お問い合わせmusictail@me.com

  

  5/9(土)福井「木の芽屋」

  ナガタク「Head and Heart 発売記念ライブ」

  出演：西山隆行

  Start15:00

  前売2,000円　当日2,500円（木の芽おでん付）

  お問い合わせ　musictail@me.com

  

  5/10(日)福井「Tea Garden 森のめぐみ」

  西山隆行 Tea time ライブ

  出演：西山隆行

  Open14:30 Start15:00

  前売2,000円　当日2,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  5/16(土)東京・錦糸町「すみだトリフォニーホール小ホール」

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  出演：吉川忠英、住出勝則、西村歩、西山隆行、田中彬博、井草聖二

  開場17:00　開演17:30

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  5/22(金)福島・いわき「エコール・ド・ニース」

  西山隆行ソロライブ in いわき

  出演：西山隆行

  Open19:00 Start19:30

  チャージ：カンパ制（投げ銭形式）+ １food & １Drink オーダー要

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  5/23(土)宮城・仙台「Cafe B.B.」

  みんなのアコギ魂 2015 その3

  出演：Tacchy、西山隆行、根本充

  Open18:00 Start18:30

  料金1,500円（+ドリンク600円）

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  5/24(日)岩手・盛岡「CAM ON」

  『毎月２４日は にっしーの日 Live in 岩手県！ with Junky Style』

  出演：西山隆行、Junkey Style

  Start14:00

  カンパ制（投げ銭形式）+オーダー要

  お問い合わせ musictail@me.com

  

  5/31(日)大阪・本町「Mrs.Dolphin」

  『祝６０才 Tommy Emmanuel 還暦おめでとう！！！from Japan』

  〜夢と、希望と、愛と最高のギターを教えてくれた、Tommyに〜

  出演者：西山隆行（東京）

  　　　　小林寛明（福井）

  　　　　大田英晶（名古屋）

  　　　　吉田昴央（札幌）

  　　　　Gareth Barnes（横浜）

  　　　　森川敏行（広島）

  　　　　KOYUKI（大阪）

  Open13:00 Start13:30（終了予定１７時）

  参加費4,000円＋１ドリンク

  予約：musictail@me.com

  

  

  ■浜田隆史 http://www.geocities.jp/otarunay/

  

  4/22(水)奈良・五條市「My Dream 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:00 Start19:00

  料金2,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ http://www.mapion.co.jp/phonebook/M02047/29207/0747223226-001/

  

  4/23(木)三重・四日市「ガリバー 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（1drink別）

  お問い合わせ　059-346-7321(お店)

  

  4/24(金)愛知・名古屋「Art & Music SPACE「源」 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:50 Start19:30

  予約3,000円 当日3,500円（1drink別）

  お問い合わせTel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  4/25(土)岐阜・中津川「鼓土里座（ことりざ） 」

  Dakota Dave Hull （ギター）／ザビエル 大村 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:00 Start18:30

  料金2,500円（ドリンク別）

  お問い合わせ Tel & Fax: 052-751-2550（源）

  

  4/28(火)北海道・札幌「ジェリコ 」

  浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open14:30 Start15:00

  前売3,000円　当日3,500円

  お問い合わせ　Tel : 011-231-2529（ジェリコ）hararie10@jcom.home.ne.jp

  

  4/29(水)北海道・小樽「一匹長屋　 」

  浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円

  お問い合わせ 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  5/17(日)北海道・小樽「一匹長屋　 」

  浜田 隆史（ギター、歌）／なかのうづめ（ピアノ、歌）／浜田 隆史（ギター、歌）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,000円（ドリンクつき）

  お問い合わせ 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  5/25(月)北海道・小樽「一匹長屋」

  出演：伊藤 賢一 （ギター）／浜田 隆史（ギター）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせ Tel: 0134-32-4049（一匹長屋）

  

  5/29(金)愛知・名古屋「KAKO 柳橋店 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:00 Start19:00

  料金未定

  お問い合わせTel : 052-583-8839（お店）

  

  5/30(土)静岡「やまぼうし 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open14:00 Start14:30

  料金2,500円（ワンドリンク付き）

  お問い合わせTel : 054-271-16029（お店）

  

  5/31(日)静岡「自由茶屋 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:00 Start19:00

  料金1,000円＋投げ銭（別途オーダー）

  

  6/1(木)東京・八王子「ふらっとん」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Start1st 20:00 2nd21:30

  料金2,000円（＋テーブルチャージ500円＋ご注文）

  お問い合わせtel : 042-642-6205（お店）

  

  6/2(金)神奈川・横浜「Earthly Paradise」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open19:00 Start20:00

  料金2,500円（ワンドリンクつき）

  お問い合わせ 045-319-4518（お店）

  

  6/3(水)東京・下北沢「Little Bergen (リトルベルゲン) 　」

  出演：夜のギターズ［タカスギ ケイ／潮田 和也］

  ／ゲスト：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Start19:30

  料金2,000円（要別途オーダー）

  お問い合わせ tel : 070-5581-7581（リトルベルゲン）

  

  6/4(木)東京・赤坂「赤坂ふらっとん cantina（カンティーナ）」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Open18:30 Start19:00

  料金2,500円（要別途オーダー）

  お問い合わせ tel : 03-3586-7476（cantina）

  

  6/5(金)東京・町田「カフェイマジン 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）／MIMI（ハンマーダルシマー）

  Open15:00 Start15:30

  料金2,000円（要別途オーダー）

  お問い合わせtel : 042-728-0372（お店）

  

  6/7(日)埼玉・越谷「ライブカフェ おーるどタイム 」

  出演：浜田 隆史（ギター、歌）／小松崎 健（ハンマーダルシマー）

  Start19:00

  料金2,000円（別途オーダー）

  お問い合わせ Tel:048-971-1812（お店）　　Mail:oldtimemk@yahoo.co.jp

  

  

  ■ぷう吉　http://ameblo.jp/pukichi1310/

  

  4/19(日)大阪「地下酒場」

  ぷう吉、さらさ ジョイントライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金2,500円（飲食代別、要オーダー）

  お問い合わせ 地下酒場

  http://peggysue.monodachi.com/

  tel 06-6231-5950

  

  5/16(土)山梨「サンキングカフェ」

  ぷう吉ソロギターライブ

  Open17:00 Start18:00

  料金2,000円（１ドリンク付）

  お問い合わせ　090-6500-0097

  

  5/20(水)東京・四谷「四谷茶会記　」

  ぷう吉ソロギターライブ

  Open19:00 Start20:00

  料金2,500円（１ドリンク付）

  お問い合わせ03-3351-7904

  

  5/30(土)群馬・太田「カフェスコア」

  ぷう吉 & goh ジョイントライブ

  Open18:00 Start19:00

  料金2,000円（飲食代別途）

  お問い合わせ0276-48-5070

  

  5/31(日)神奈川・横浜「カンファーツリー」

  ぷう吉 ソロギターライブ

  Open18:00 Start18:30

  料金2,000円（飲食代別途、要飲食オーダー）

  お問い合わせ 0452112200

  

  

  ■松井祐貴　http://yuki-matsui.com/

  

  6/1(月)東京・代々木「専門学校ミューズ・モード学院　本館 」

  ソロギターの日 ライブ＆懇親会

  出演：松井祐貴

  Open17:00 Start17:30

  参加費2,000円（演奏希望者はプラス500円）

  申込 http://yuki-matsui.com/sologuitar.html

  

  7/5(日)神奈川・横浜「関内ホール 小ホール」

  馬車道SPL UNDERGROUND vol.5

  出演：松井祐貴他

  Start17:00

  全席自由 各ステージ 1,000円／2ステージ通しチケット 1,500円

  ※2ステージ通しチケットは、関内ホールチケットカウンター限定発売となります。

  お問い合わせ　関内ホール：045-662-1221

  

  

  ■丸山ももたろう　http://shonan.cside1.com/index.shtml

  

  5/6(水)香川・高松「GRAND FATHERS 高松」

  ～桃一& THeNらいぶ！～

  出演　桃一（丸山ももたろう・夏目一朗） THeN

  Open17:00 Start18:00

  料金4,500円（1ドリンク付）　

  お問い合わせ 090-9328-7766（オチ）

  

  5/15(金)愛知・名古屋「パラダイスカフェ21」

  ～2015 桃一　らいぶ！～

  出演　桃一（丸山ももたろう・夏目一朗）

  Open18:30 Start19:30

  料金3,500円※飲食代金別　

  お問い合わせ パラダイスカフェ21 TEL 052-752-2346

  

  5/30(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  ～2015 桃一　らいぶ！～

  出演　桃一（丸山ももたろう・夏目一朗）

  Open18:00 Start19:00

  料金3,240円※ドリンク別

  お問い合わせ 宮内家 TEL 048-788-6033

  

  6/7(日)広島「楽座」

  ～2015 桃一　らいぶ！～

  出演　桃一（丸山ももたろう・夏目一朗）

  Open18:30 Start19:00

  料金3,000円※ドリンク別

  お問い合わせ 楽座 TEL 082-246-1496

  

  6/16(火)兵庫・西宮「Uncle Jam」

  ～丸山ももたろう・GINライブ～

  出演　丸山ももたろう・GIN

  Open19:00 Start20:00

  料金3,000円※別途2ドリンク

  お問い合わせ Uncle Jam TEL 0798-64-5405

  

  6/20(土)大阪・茨木「D・BAR」

  ～2015 桃一　らいぶ！～

  出演　桃一（丸山ももたろう・夏目一朗）

  Open19:00 Start19:30

  料金3,000円※ドリンク別

  お問い合わせ　D・BAR TEL 072-629-6627

  

  

  ■矢後憲太http://acoustic-kenta-y.jimdo.com

  

  6/7(日)埼玉・南浦和「宮内家」

  矢後憲太ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,160円(1ドリンク付)

  お問い合わせ　Tel:048-788-6033

  

  7/18(土)埼玉・南浦和「宮内家」

  矢後憲太ソロライブ

  Open18:30 Start19:30

  料金2,160円(1ドリンク付)

  お問い合わせ　Tel:048-788-6033

  

  

  ■吉川忠英　https://www.facebook.com/chuei.yoshikawa

  

  4/20(月)長野・松本「そば処 吉邦(きっぽう)」

  あなたのおソバで落語とギター＠松本[そば処 吉邦]

  Open18:00 Start19:00

  料金4,500円（ドリンク・おそば付）

  お問い合わせ吉邦 0263-36-2700（11:00～15:00／17:00～）

  

  4/23(木)長野・松本「松本あさま温泉[ホテル玉之湯]」

  車坐コンサート＠松本あさま温泉[ホテル玉之湯]

  Start20:30

  宿泊の方は無料／コンサートのみの方は入浴付2,000円

  お問い合わせ　ホテル玉之湯　0263-46-0573

  

  4/26(日)長野「カフェテラス モモ」

  LIVE@長野[カフェテラス モモ]

  Open17:30 Start18:00

  一般2,500円　高校生以下2,000円

  お問い合わせ　カフェテラス・モモ Tel.026-266-3701

  

  4/28(火)長野・諏訪「カフェ・ベルデ」

  うたごえVerde special 青春のフォークソングwith吉川忠英＠諏訪[カフェ・ベルデ]

  Open18:30 Start19:00

  料金2,800円with1drink&snack

  お問い合わせカフェ･ベルデ Tel.080-5482-0618

  

  5/10(日)福島・いわき「Bar Queen」

  みちのくギター旅2015〜SOLO Live＠いわき[Bar Queen]

  Open15:30 Start16:00

  前売3,500円　当日4,000円（ドリンク別）

  お問い合わせ　Bar QUEEN Tel.0246-21-4128

  

  5/13(水)福島「ミュージックBAR 時代屋」

  吉川忠英Live@福島[ミュージックBAR 時代屋 シーズンII]

  オープニングアクト：IN THE WIND

  Start19:30

  料金2,500円

  お問い合わせ 時代屋 Tel.024-522-5676

  In the wind菊地 090-3756-9295

  

  5/15(金)福島・二本松「千の花」

  吉川忠英Live@二本松[千の花]

  オープニングアクト：IN THE WIND

  Start19:30

  料金3,500円（1ドリンク付）

  お問い合わせ千の花 Tel.0243-24-7018

  In the wind菊地 090-3756-9295

  

  5/16(土)東京・錦糸町「すみだトリフォニーホール小ホール」

  “ソロギターの日”スペシャルコンサート2015

  出演：吉川忠英、住出勝則、西村歩、西山隆行、田中彬博、井草聖二

  開場17:00　開演17:30

  料金：一般前売4,000円　当日4,500円

  高校生以下前売2,000円　当日2,500円※

  ※前売券は一般4,000円のみ販売。当日受付にて学生証提示で2,000円キャッシュバック。

  当日券も受付で学生証提示要。

  全席自由

  ■お問い合わせ　Acoustic Guitar World 　http://www.aco-world.com/event/150516/

  mail　info@aco-world.com

  

  5/19(火)福島・喜多方「ＦＭきたかたライブスペース」

  みちのくギター旅2015＠ＦＭきたかたライブスペース

  Open18:30 Start19:00

  前売3,500円　当日4,000円

  お問い合わせ喜多方シティエフエムTEL0241-22-1002

  ＦＭきたかたセレクトショップ http://shop.fm-kitakata.co.jp/

  

  5/23(土)山形・米沢「[Dococa Coffee」

  みちのくギター旅2015〜Live＠米沢[Dococa Coffee]

  オープニングアクト：武田昌俊／共演：くーたろ、あべあいこ

  Start19:30

  一般3,500円　学生2,000円 (1ドリンク・ドーナツ付)

  お問い合わせ　Dococa Coffee Tel.0238-24-6322（11:00〜18:00・火曜日定休）

  

  

  ■わたなべゆう　http://ukiwaboy.petit.cc/apple1/

  

  4/22(水)大阪・寝屋川「アルカスホール」

  アルカスギャラリーコンサート　わたなべゆう そよ風プレリュード～爽やかなギターの音色～

  Open13:30 Start14:00

  前売700円当日1,000円※座席数に限りがあるため、お早めにお買い求めください

  ▼チケット取扱

  アルカスホール(電話予約可) 寝屋川市民会館

  

  4/29(水)静岡・藤枝「べジタベルバー　兼次郎」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  出演：わたなべ　ゆう　森　一馬　大石　晴士郎　青田　ケンイチ

  Open17:30 Start18:30

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ＆ご予約→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  5/4(月)大阪・高槻「阪急高槻市駅高架下」

  ～高槻ジャズストリート２０１５～

  出演：わたなべゆう＆初田悦子

  15:00〜15:45

  観覧無料（投げ銭制）

  

  5/9(土)大阪・枚方「モガジョガダイニング」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  Open17:30 Start18:00

  料金2,500円（別途１ドリンク）

  お問い合わせ＆ご予約→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  お店お問い合わせ→072-846-3535

  

  5/10(日)京都「Moon Talk」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  Open16:00 Start16:30

  料金1,000円（別途１ドリンク）

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  5/17(日)兵庫・神戸摂津本山「ラポスト」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念ライブ～

  第１回 OPEN 17:00～（演奏18:00頃～）

  第２回 OPEN 19:30～（演奏20:00頃～）

  ※入れ替え制

  料金2,500円（別途１ドリンク）

  ■ライブ観賞料：無料 お食事代金のみでライブをお楽しみいただけます。

  ■ライブをさらにお楽しみいただくために ・ご予約順にアーティストヘ近いお席をご案内致します。 そのためお早目のご予約がおすすめ！

  ■ライブ当日はいつも通りお好きなお食事、お飲み物をお楽しみください。 演奏時間中は注文が重なりますのでOPEN時間に来店して注文しておくと お食事をしながらバッチリライブをお楽しみいただくことができます。

  ■お申込み・お問い合わせ■ 直接店舗、もしくはお電話にてご予約を承っております。 お申込のさいは必ずご来店時間と人数をお知らせください。

  ご予約＆お問い合わせ→Tel.078-452-8766

  

  6/20(土)愛知・新城「レストハウス板敷」

  ～わたなべゆう『マクの約束』＆『バクの夢』発売記念コンサート at 湯谷温泉～

  Open14:30 Start15:30

  料金1,500円（別１Drink付き）

  ※保護者１名につき小学生以下のお子様２名まで各500円(１Drink付き)でご入場できます。（小学生以下のお子様のみのご入場はご遠慮下さい。） ・幼児無料

  お問い合わせ watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  

  6/14(日)大阪・茨木「ＣＡＦＥ　なかちよ」

  ～わたなべゆうソロライブライブ　withあしゆ～

  出演：わたなべゆう（ギター）、池田安友子（パーカッション）、上原周平（ベース）

  Open18:00 Start18:30

  料金3,100円（なかちよご飯付き）

  お問い合わせ Tel: 072-624-1980

  web: http://cafe-nakachiyo.net/

  

  6/28(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうギターレッスン課題曲『The Rose』～

  ※団体レッスンになります。

  13:00〜15:00

  料金3,000円（１ドリンク付き）

  お問い合わせ Tel: 06-4305-0772 

  

  6/28(日)大阪・桃谷「ＣＡＦＥ　アニィー」

  ～わたなべゆうソロライブ～

  ※団体レッスンになります。

  Open15:30 Start16:00

  料金2,500円（別途１ドリンク）

  ※ギターレッスンに参加された方は１ドリンク付き2,500円とさせていただきます！

  お問い合わせ Tel: 06-4305-0772 


  

  7/4(土)大阪・寝屋川「アルカスホール」

  ～わたなべゆう10th anniversary concert～

  出演：わたなべゆう（ギター）、池田安友子（パーカッション）、上原周平（ベース）

  Open17:30 Start18:00

  一般2,800円　ペアチケット5,000円

  学生割引2,000円※当日学生証を持参下さい　小学生以下1,500円

  親子チケット（一般の方と小学生以下のお子様。）4,000円

  ご予約＆お問い合わせ→watanabeyuumaru@yahoo.co.jp

  チケット発売日：３月１５日～


  活動１０周年を記念してのホールコンサートが決定！！！

  ソロギタリストとして活動を開始して１０年。

  毎年１５０本以上のライブを敢行、

  オリジナルアルバム５枚、カバーアルバム３枚、

  そして絵本とCD作品４作　計１２作品をリリースし、

  精力的に活動してきた　わたなべゆうの

  この１０年間の集大成をライブでお届けします！


  ～わたなべゆうより　みなさんへ～


  ぼくはずっと、１人で活動をしてきたのですが

  この１０年を振り返ると、全然１人じゃない。

  たくさんの人たちとの出会いがあり、

  その人たちが、ぼくの音楽を育ててくれていることが

  振り返ってみて、改めてわかりました。


  このライブでは、ソロギターの演奏はもちろん、

  ずっと僕の世界を広げ、支え続けてくれている

  池田安友子（パーカッション）上原周平（ベース）

  この３人ならではのバンド感、

  さらに広がる　わたなべゆうの世界を

  是非、体感しにきてください！！お楽しみに！

  (わたなべゆうHPより)


  後記

  


  竹内いちろさんのライブはこのインタビューをする前に、伊藤賢一さんとのデュオを一度見ただけでした。

  その時はソロコーナーもありましたが、伊藤さんとジョン・レンボーンの曲をデュエットするというマニアックな企画でした。

  

  タイプは異なるのですが二人とも大屋さんのギターを使用し、ジョン・レンボーンの曲を古典的な雰囲気を出しつつ、見事なデュオを披露してくれました。

  竹内いちろさんの背景をこれまで聞いたことがなかったですが、ジョン・レンボーンの曲をクラシカルに演奏していたこと、12フレットジョイントのギターを使用していることからクラシックギターを学んだ方かとも思っていたのですが、それほどクラシック音楽を学んだという訳ではなく、エレキギターの講師としての活動が長かったこと、最初はザ・ナターシャー・セブンなどブルーグラス系の音楽を好きだったということを聞いて、豊田渉平さんとのデュオなど様々なセッションでの活動をしていることに腑に落ちました。

  

  楽器店での講師の活動が5月いっぱいということなので、現在は三重県での活動が中心でしたがもしかしたら範囲が広がるかもしれません。

  生演奏が魅力的なギタリストなので、多くの人に演奏を聴いてほしいと思います。


  

  シゲエダ ユズル

  

  


  


  Acoustic Guitar World



  ・web：http://www.aco-world.com/

  ・Facebook：http://www.facebook.com/acoguitarworld

  ・Twitter：https://twitter.com/AcoGuitarWorld

  

  問い合わせ：info@aco-world.com
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